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アマチ ュア・ スポーツの あ り方

スポーツは、人々が、楽しみと、よりよく生きるために、

他から求められることなく、自らの能力に応じて行なう自

由な身体活動である。明るい光と、すがすがしい環境の中

で行なわれるスポーツは、そのまま豊かな国民生活の形成

に役立つものとなろう。

このようにして育まれるスポーツが、あまねく国民の間

に行きわたることによって、健康な 民がつくられ、正 し

いスポーツマンシップが生まれることを願い、ここにアマ

チュア・スポーツを楽しむ人々のあり方を定めた。

アマチュア・スポーツマンは、

1.ス ポーツを愛し、楽しむために、自発的に行なう。

2.ルールに従い、フェアプレーに終始する。

3.常 に相手を尊重しつつ、自己の最善を尽くす。

4.ス ポーッを行なうことによって物質的利益を求めな

5.ス ポーツによって得た名声を利用しない。
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永遠の若さと無限の可能性を秘めた 若 楠
豊かな未来をめざし前進する郷土の明日の希望

をわれらは 若楠 体にかける
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さわやかに すこやかに おおらかに
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若 い 力 文 部 省 推 薦
日本体育協会選定
佐 伯 孝 夫 作詞
高 田 信 一 作曲
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ご あ い さ つ

日本パドミントン協会会長  本 田 弘 敏

第31回国民体育大会バ ドミントン競技大会の開催にあた リー言ごあいさつ申 しあげます。

昨年の二重国体 より 1年の間に、′` ドミントン競技は、各層に亘 って巾広 く着実に伸長いた して
おります。国内大会 としての全日本総合選手権大会 をは じめとする各種大会において、また国際

大会 としての、第10回 トマス杯大会 予選、第 1回国際招待大会、第 5回国際競技 (日 独対抗)大
会、第 5回 日中大会、1976年 、日韓高校大会において、それぞれ将来への競技 力向上に多大の成
果を挙げ得たものと思 ってお ります。 しか しながら、これ ら国際大会の戦績 を顧みるとき、本競

技における日本の国際的 を高い位置づけから考えて、深 く心すべ き結果ではなかったかとも思っ

ております。

永い歴史の中には大なり小 なりの消長は止むを得ないことかも知れませんが、この結果 を大 き

な飛躍の前の 一時的な転機の現象として終 らせたいものだと切に希 うものであり、永年に亘 って

築かれた私共の競技 力とい う資産 を糧に、明 日を担 う若人諸君の一層の努力を期待するものであ

ります。

本 国から4日 間、全国各地 から参集 された精鋭の選手請君によって本大会が挙行 されますが、
参加選手におかれては、日頃努力精進 された技価 を十三分に発揮 され、将来の向上に資する大 き

な成果 をもたらす競技 に終始 されんことを、衷心 より熱望 いたす ものであります。

終 りに、本大会開催に当り、準備万端 お世話 くださいました佐賀県ならびに地元牛津町の関係

各位 |こ対 し、心から厚 くお礼中 しあ tザます。

第31回国民体育大会佐賀県実行委員会会長

佐賀県知事  池  円     直

さわやかに晴れ渡った秋空の もと、天皇陛下、皇后陛下の御臨席 を仰 ぎ、全国津 々浦々から選

ばれた 多数の選手・役員をお迎 えして、第31回国民体育大会秋季大会 を開催で きますことは、84

万佐賀県民の、この うえもない光栄であり、限 りない喜びでもあります。

私た ちは、このたびの国民体育大会を開催す るにあた り、県本「楠」の力強い生命力と、緑 な

す補の葉の水遠の若 さにちなみ、本大会 を「若補国体」の名称 を冠 し「さわやかに、すこやかに

おおらかに」 をもって、そのスローガンといた しました。

広 くスボーツを振興 して、不屈の精神 を高揚 し、強健 な体 力を培 うことは、明朗 にして、健全

な人間性の育成 と、豊かな生活文化の創造にとって、欠 くことので きない条件であります。

私た ちは、 きびしい社会情勢の中にあって、国民体育大会のもたらす重大な意義 を、積極的 に

理解 し、本大会のあるべ き姿 を真剣にたずねながら、県民の総 力を結集 して「若補国体」の実現

に辺進 してまいりました。

今ここに「若楠国体」の姫火のもとに集 う選手・役員の皆 さんは、ここ肥前の地で、日頃の鍛

練 された力と技 を遺憾 なく発揮 され、郷上の期待に応 えられますとともに、広 くうるわしい友情

の輪 を、幾重にも作 りあ |ザて くださるよう念願 してやみません。

最後に、この「若楠国体」の開催 にあたり、関係者多数の皆 さんから寄せられました御支援 と

御鞭撻 に対 し、深甚の謝意 を捧 げ、ごあぃさつといた します。

ご あ い さ つ
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第31回国民体育大会牛津町実行委員会会長

牛 津 町 長 持 永 秋 雄

さわやかな秋空のもとにわが牛津町で第31回国民体育大会バ ドミントン競技会が開催 されます
ことは、誠 に喜びに堪 えないところであります。

牛津町民 を代表 して皆 さんを心から歓迎申 し上げます。当牛津町は今年合併 20周年 を迎 えて
おりますが、このよ うな記念すべ き年に国民体育大会の競技会場地 として全国の優秀な皆 さんが
たの妙技 に接する機会 を得 ましたことは誠に意義深いものがあります。
この晴れの大会に参加 されました選手の皆 さんは、郷土の栄誉 とスポーツの栄光のため、日頃
きたえた力と技 を充分発揮 し御健斗 されるよう念願するものであります。

なお、本大会開催にあた り、準備 その他不行届の点 も多々あろうかと存 じますが、私たちの試
意のほどをおくみ とりいただ き、若補国体 を有終の美で飾 ることがで きますよ うに皆 さんの御協
力を切にお願い申 し上げ、歓迎のごあいさつと致 します。

ft賀 県バドミ/ト ン協会会長

梶  1京  景 光

全国各地から精鋭 338名 の選手諸君 を、はが くれの里、佐賀にお迎 えして第31回国民体育大会
パ トミントン競技 が開催 される運 びになりましたことは、この うえもない光栄 に存 じます。
ご承知のように我が国のバ ドミントンは、競技人日の増加とともに、その競技 力において逐年
め ざましい向 卜を続け、ユーバー杯の実績 もきることながら、バ ドミントン日本の名声 を世界に

示成 しつつあることは喜ば しい限 りであります。

このときにあたり栄 えある大会 を通 じ、選手諸君の最高の妙技 に接することがで きます ことは

佐賀県バ ドミントン界は言 うまでもなくスポーツを愛好す る者にとって誠に意義深 く感激 もひと

しおでございます。

「 さわやかに・すこやかに 。おおらかに」の若楠国体スローガンの もとに参加 された選手の皆 さ

ん、郷土の名誉 とスポーツの栄光のために所期の目的 を達成 されんことをお祈 り申 し上げます。

終 りに牛津町 をは じめ、本大会開催にあた り格別のご協 力、ご支援 をたまわりました関係各位
に心からお礼 を申 し上げ欽迎のことばといた します。

歓 迎 の こ と ば

歓 迎 の こ と ば
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天 皇 杯 皇 后 杯

国民体育大会天皇杯・皇后杯授与規程

第 1条 天皇杯は、男女総合成績第 1位の都道府県、皇后杯は、
県に授与する。

第 2条 都道府県男女総合成績および女子総合成績の決定は、冬
下記の各項の得点を合計し、その合計点の多いものより順

女子総合成績第 1位の都道府

卜
〉
通■ケ
）
〈
〓
大季各の秋夏

ただし、同点の場合はその順位を共有し、次の順位を欠t

なお、第 1位が2都道府県以上にまたがる場合は、天皇ホ

県で共有する。

1.各競技の総合成績に基づく競技得点
2.各競技の参加得点
3.各競技の種別優勝得点
天候その他によリー部競技が中止になった競技の成績決

務委員会が協議して決める。

天皇杯、皇后杯は、冬季大会の開会式に返還し、秋季大

天皇杯・皇后杯を授与された都道府県は、次の各項によ

する。

1.天皇杯・皇后杯は、信託会社または確実な金庫に保管
2.破損・紛失に対しては、その都道府県の責任とする。
3.日 本体育協会が、優勝都道府県名を刻人のため、また

還を求めた場合は、これに応じなければならない。

欠とる。

立とする。

不および皇后杯は当該都道府

定は、当該競技団体と大会総

会の閉会式に授与する。

り保管ならびにその義務を有

される。

はその他の必要によリー時返

第 4条

第 5条

錮 lE_ 曇・

■
ー

1●

第 3条

1.本規程は昭和50年 1月 1日 から施行する。
2.本規程は昭和41年 4月 1日 制定
昭和45年 1月 22日 一部改訂

昭和48年 7月 10日 一部改訂

イ寸
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国民体育大会会長 トロフィー授与規程

第 1条 国民体育大会会長 トロフィー (以下「大会会長 ト
ロフィー」という)は、各競技ごとの都道府県対抗

男女総合成績第 1位の都道府県に授与する。

第2条 1.総合成績は競技得点、種別優勝得点、ならびに参

加得点の合計点とする。

2. 第 1位が2都道府県以上にまたがる場合は、
当該都道府県で共有する。

第3条 大会会長 トロフィーは、各競技会の競技開始式に
返還し、表彰式に授与する。

第4条 大会会長 トロフィーを授与された都道府県は、次
の各項により保管ならびにその義務を有する。

1.責任をもって保管する。
2.破損、紛失に対しては責任を負うものとする。
3. 優勝の刻名を次国大会までに行うものとする。

ただし、第2条第 2項にかかる場合は、当該都

道府県で協議して決めるものとする。

4.日 本体育協会が必要によリー時返還を求めた場
合は、これに応じなければならない。

付 則

1.本規程は昭和Ю年 1月 1日 から施行する。
2.本規程は昭和41年 4月 1日 制定
昭和48年 7月 10日 一部改訂

バドミントン競技総合順位決定方法

天皇杯種別 '皇后杯種別 総 合 順 位 決 定 方 法

各種別 (部 )の 1位に12点、2位 9点、3位 8点、4位 7点、

5位～8位4.5点を与えその得点合計(成年男子については、一

般、教員の部の得点合計によって 1位に12点、2位 9点、3位

8点以下 8位 3点とする)で総合順位を決める。ただし、同点

の場合はその順位を共有し、次の順位を欠位とする。

成 年 男 子

成 年 女子

少 年男 子

少 年 女 子
少 年 女 子

種別優勝得点

各種別の第 1位の都道府県に種別優勝得点1.5点 を与える。なお、第 1位が2都道府県以上の

場合は1.5点 を当該都道府県で割った得点とする。

参 加 得 点

大会 (プロック大会も含む)に参加した都道府県に参加得点 1点を与える。
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(順不同・敬称略 )

田 勝 治
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井

百

久

津

関

永

御

ホ

平

江

江

　

光

秋

板

吹

並

山

池

中

郎

夫

四伝

貞

木

野

鈴

日

士
口
　
一二

藤

純

橋

崎

松

岩

喬

義

尾中

林

可

平

長

運

屋

原

脇

貝

光

輝

義

盛

田

福

藤

稲

茂

亘

治

一

春

鋼

松

方

島

野

二

夫

久

俊

崎

上

山

井

治

作

良

繁

回

山

野

西

義

郎次

正

要

賀

口

古

山

伸

雄

敏

長

庭

田

大

高

次

徳

竜

正

石

回

小

溝

隆

満

秀

明

田

坪

七

大

夫

馬軍

康

千

中

上

田

井

男
乗

・下本治

宏

善

淳

藤

宮

安

小

美

二

龍

昭

崎

木

雄

徳

雄

幸

光

安

原

見

藤

石

里

内

一　

一　
男

鍍

栄

稔

藤

飼

井

伊

小

遠

記

雄

基

義

藤

根

伊

関

武

雄幸

岡

原

浅

管

嶋

下

西

井

川

藤

島

丸

口

口

藤

上

武

本

l」

川

松

厨

須

林

口

E」

石

元

垣

田

木

本

田

島

矢 部 喜 ―。後 藤

原

栗

寺

天

内

澤米

本 藤四郎・
西   清・
野 辰 雄・

東 田 多美男・ 桃
高 倉 正 治。青

与参

勝

茂

次

明

巽 。源五郎丸

峯 吉 。江 口 照

ンゾ子・ 高 本 英
憲 逸

雄

士

夫

二

一
弘

彦

正

正

重

修

清

忠

正

山

原

橋

引

場

藤

田

穐

上

高

布

相

後

中

彦

一

房

一

郎

彦

道

福

次

熊

信

隆

修

萬

洋

昌

寿

長

長

員

委

委

副

委

武秦 浩 。福 田
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浩

久

美

道

忠

淳

弘

野

上

部

藤

保

正

成

田

田

辺

田

雄

郎

幸

八

山

山保

村

久

夫

彦

三

和

藤

上

中浜

横

牧

尾

直

義

泰

龍

清

木

夫・ 松

博 。神

雄 。松

寿 。生

坦 。加

典 。井

典・ 永

矢 。小

春 。中

奉 弘

尾 良
田 隆

充 。村

隆 。井

行・ 安

朗・ 佐

明・ 増

志・ 内

悟・ 渡

誠 。和

井 初 夫・ 小 泉

瀬 治二郎 。杉 町
責・ 伴

次 。永 松

一 。向 井

広

清

山

利

中

毛

員委

小出沢

蔵開寺′
‐

．勲崎

ロ一戸

山

瀬 彦

男

孝

良

地

動

築

兵

利

由

常

昌

松

尾

立早樹 下 哲 明 。平 野正 。大 塚 伸 一

精口

木

矢

高

三

幸

泰

良

岡

木

村

高

太

三

新

正

口
　
回

牧

田

嗣

男

祐

房

井

塚

石

大

二

男

正

昭

脇

田

津

原

ム
虫賀古次半田山′

‐

●
文正Ｈ

一道

美
一　
勝

島

東

藤

伊

永 渕 一 彦・ 雪 竹 美 善 。中 村 益次郎・ 貝 原 敏 正
義 徳 。相 川1 利 隆・ 野 田 一 俊 。江 口 章三郎
徹 。西 村 正 三 。江 回 義 夫・ 藤 原 正 義

光 次・栗 原 俊 克。大 屋 克 己。古 賀 武 伸

成 富 鋭 光。相 川 忠 彦 。秋 永 勝 輔 。原 回 豊 秀

相

松

堤

8
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競   技   役   員

安 雄
多美男・ 古 賀 正 義

長

長

員

員委

委

Ｊ●ロ

技

技

競

競

一
治

作

子

雄

昭

二

記

一

郎次

雄

之

一
也

守

郎

外

繁

次

章

信

郵

呻

党

美

樹

修

志

任

鎮

良

繁

浩

幸

　

昭

基

栄

万

泰

孝

信

順

哲

　

太

玄

　

雄

　

義

儀

善

　

和

秀

藤

田

藤

口

山

村

山

越

木

藤

飼

本

島

川

田

野

上

尾

地

中

上

田

野

口

崎

ホ

副

崎

瀬

吉

田

島

島

中

崎

口

賀

瀬

松

内

東

伊

野

西

北

村

湯

青

伊

小

並

中

細

吉

小

渕

中

福

山

渕

福

平

江

川

青

江

真

藤

冨

七

福

副

田

山

溝

古

牧

小

任

員

総 務 委 員 長

子康一元好子淳士ロ
秋

彦

善

実

孝

美

福

地

竹

中

築

雪

田

総 務 副 委 員 長

員

員

委

助

務

補

総

雄幸原菅

矢

夫

龍

重

松

橋

水ヽ

一局

明

紀

寿

英

田

上

西

渕

生

弘

節

矩

郷

口

本

山

真 島   誠
総合成績計算委員長

総合成績計算委員

審   判   長
副 審 判 長

審   判   員

志

秀

典

介

孝

清

泰

泰

中

島
　
　
山

子

，
　

し
Ｌ
　

Ｌ
●
　
″
人

滋

勲

重

秀正

本

尾

康

山

藤

永

冨

船

雄

司

知

英

束

信

文

介

一

雄

文

郎

代

子

子

三

多

　

代

幸

武

泰

昭

　

政

茂

陽

幸

忠

孝

喜

津

澄

佐

利

中

本

　

津

橋

富

沼

田

　

川

永

島

形

尾

豪

行

長

義

武

厚

　

　

　

勝

勝

克

澄

清

恭

野

下

田

島

上

松

岡

町

富

　

川

盛

川

山

冨

口
”

宮

山

高

田

井

常

倉

杉

武

角

福

飯

小

内

稲

義

清

生

浩

記

二

式

道

透

博

勉

雄

二

行

樹

子

恵

子

蔵

由

江

正

嗜

代

清

光

敏

　

嘉

八

洋

勝

良

康

　

直

優

敬

弘

・ 向 井

見

来

春 。

徳 。

夫・

誠・

良「・

農5。

里

宝

森

梶

久

中

田

中

構

中

田

′」ヽ

水

土

藤

中

野

ガヒ

横

川

佐

原

保山

川

中

山

崎

尾

中

山

田

井

崎

山

岡

中

川

尾

崎

f自

審

審線

線

喜代子・ 岸 川
照 美 。木原山
寅・ 小 寺

尾

賀

口

木

郎 。毛

夫 。野

雄・ 橋

則・ 楠

彦 。河

生 。岩

毅 。諸

等 。青

徹 。太

明・ 塘

則 。古

己・ 菊

子・ 北

美 。尾

子 。松

石 涼 子・ 牟 田 幸 子

光

伸

浩

秀

三

照

伸

開

昌

益

純

久

美

平

　

　

自

中

古

徳

子麿

正

須

江

黒

郎

利

三治

常

任

員

員

任

員

主

委

助

主

委

行

行

補

録

録

進

進

　

記

記 浜 庸 子・ 馬 渡 智恵子

9
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島 ひとみ 。浜 野 美枝子

口 喜代子・ 山 本 とき子

三
　
　
　
　
　
山

子

美

雄

子

春

代

礼

紀

郁

恵

千

保

尾

　

尾

富

谷

瀬

中

崎

島

岡

井

枝

永

島

本

国

村

　

本

山

崎

　

庭

里

補  助  員 智 子・ 久

英 子 。松

芳 郎 。東

宏・ 松

留美子・ 諸

桐 人・ 杉

ゆかり。牧

薫・ 田

佐恵子・ 川

美枝子。大

子

子

子

子

子

美

子

子

司

子

子

夫

代

生

穂

美

　

　

也

　

智

幸

京

智

啓

洋

明

菜

久

強

祐

美

静

美

長

川

　

松

富

川

　

庄

賀

田

篭

賀

尾

正

田

島

村

　

田

口

崎

山

本

島

賀

出

岸

堤

重

成

古

原

本

古

池

大

古

松

諸

鶴

日

西

蘭

野

溝

梅

天

青

副

古

任

員

員

任

員

主

委

助

主

助

示

示

補

示

補

掲

掲
　
　
点 武

ひとみ 。北

直 美・ 片

千鶴子・ 鶴

やよ子・ 谷

玲 子・ 古

節 子 。原

貴 子 。江

由美子・ 横

さゆり。副

圭 子・ 田

文 子・ 北
千恵美・ 水

博 子
美代子

美智代 。永

大次郎

洋 子 。松

敏 伸

久美子 。永

久美子・ 野

島 啓 子 。

岡 百 代 。

九 妙 子・

千津留・

賀 由美子・
田 ルミ子 。

頭| まゆみ・

尾 都志子・
島 美 雪・

代 美恵子・
川 陽 子・
田 亮 子 。

東 島
武 藤
大 限
原 田
池 田
深 川
富 吉
合 六
南 里
新 郷
坂 口
吉 村

しのぶ

直 美
久美子

千恵子

好 美
綾 子
佐恵子

幸 子
美智子

町 子
みさ子

文 子

西

,酉

松

森

中

山

江

今

森

坂

中

山

辻

大

任

員

員

任

員

任

員

主

委

´

／

助

主

助

主

助

几
　
川

ト

ト

補

道

補

送

補

ヤ

　

ヤ

ンヽ
　

ンヽ

江 裕 子・ 牧野内 順 子

本 静 香・ 横 田 百合子

子 。森 永 字衣子
子

美代子・

報

　

　

放

任

員

員

主

委

助

集

集

補

召

召

豊

直

尾

口

川

ホ

石

松′
ｒ真理

山

島

丸

秀

子政林平弓真野藤

明

子

子

好

瀬

里

三

藤

南

介

八

子

猜

平

美

上

野

原

井

中

井

糸屯

藷

龍
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牛津町実行委員会実施本部役員係員名簿

責資  彦

房 男・ 堤

石

塚
　
　
屋

光

大

長

長

長

付

長

部

長

５

部

〓

本

長

部

　

部

本

Ｕ
　
　
　
務

施
麟
部
務　
設

会

実

実

本

総

総

施

施

競

競

宿

宿

雄

夫

美

男

夫

克

義

伸

二

輛

嗣

秀

則

彦

功

子

鮮

太

次

郎

三

美

三

帽

秋

龍

龍

昭

義

俊

正

武

正

勝

祐

豊

義

一
　

武

千

新

半

二

泰

勝

正

消区

永

田

崎

田

口

原

原

賀

脇

永

井

口

島

間

川

川

　

口

田

井

岡

東

口

地

」

・
　

　

　

　

　

　

　

　

　

載̈

持

補

桃

原

江

栗

藤

古

津

秋

石

原

江

橋

古

平

辻

牧

小

石

村

伊

田

小

人 克 己。富

光 次

崎 康 子・ 野 口 己知子

亥一郎

相 川 忠 彦 。岸 川 弘 文・ 鷲 崎 泰 治

成 富 鋭 光・ 内 橋 松 夫・ 牧 瀬

睦

満

坪

崎

一島

池

藤

堀

和渕

成

永

乙

孝

明

敏

邦

ホ

村

荒

西

川

口

岸

江

子

子

恵千

順

本

田

塚

七

正

和

副

島

川

北

夫

秋

初

千

富古

高

道。大

守。山

文 。吉 岡

子

賀   強。田 中
ホ 良 幸。東

山口要次郎他20名

夫・ 牧

輔 。高

典・ 持

男 。武

正・ 副

享・ 深

美智子・ 下

利 子 。石

国 利・ 成
芳 子・森

剛 。江 口 重 正

孝

哲

男

夫

子

子

智

泰

　

光

義

美

玲

永

富

島

川

村

山

男

利

昭

国

田

中

原

田

太

幸

新

良

口

木

義

勝

日

水ヽ

智

正

忠

美

茂

純

和

千

良

和

脇

川

村

永

好

田

取

田

松

津

相

下

柿

三

八

高

山

永

設   部
技 式 典 部 長

技 式 典 部

泊 接 伴 部 長

泊 接 伴 部

町 民 運 動 部 長

町 民 運 動 部

輸 送 警 備 部 長

輸 送 警 備 部

本   部   付
消 防 警 備 本 部

姫 火 リ レ ー

本   部   係

中 継 地 指 導 係

・
　

・

長

章

澄

本  正。大 屋 義 孝。平 野

塚 伸 一 。兵 動 健 吾 。林  真

原 敏 正。中 島 正 純・ 深 川1 憲太郎

二 。江

彦 。秋

子

一 。高

明

子 。大

波

子 。貝

夫

ト チ  係

整   理   係
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長

長

係

係

＞

係

係

場
　
　
内
．コ

，

　

　

　

　

反

場

　

務

案

員

待

場

ヘ
ム
　
　
・

ロ

付

プ

会

副

総

受

＜

接

会

バドミントン競技会場

バ ドミントン競技

佐 賀 板 紙 体 育館

富

屋

川

松

川

田

ド

ニ

夫

夫

輔

子

正

太

子

義

秀

ヨ

義

三

美

ン

　

　

　

　

　

　

　

和

　

　

デ

ラ

正

義

良

勝

和

　

新

美

正

豊

ヒ

正

泰

勝

グ中

脇

口

動

永

崎

木

ロ

　

　

ロ

場

原

岡

東

淳牛

津

江

兵

秋

百

高

牧

森

森

原

馬

藤

村

伊

重

大

岸

静 美・

克 己・
永

相

七 子久原中

夫

彦

子

和

忠

順美智子・

・ 深 サ|1 義
。川 副 正
・ 補助員延∞名

・ 山 田 良

夫・ 辻

文 。吉 岡

千息子・ 婦人会10名

剛・ 山 ロ カズェ

村

賀

富

団防

下

古

成

消

係

係

係

係

係

係

報

当
　
　
理

速

弁

護

管

送

備

録

泊
　
　
設

記

宿

救

施

輪

警

。藤 本 富 子子

治

子

富

泰

廣

田

崎

練習会場

子 。補助員 4名

美智子・ 山 下 政 子・ 補助員 2名
武 伸 。牧 瀬   靖
初 夫・ 交通指導員 5名
名

尾 由美子 。西 村 正 三 。大 塚 伸

思 斉 中 体 育 館

芦 刈 小 体 育 館

福富町社 会体育館

◎駅前案内所

牛 津 駅 前 案 内 所

久保 田駅 前案内兼
天 山 荘 宿 泊 係

肥前山口駅前案内所

◎実施本部

総 務 連 絡 係

恐・ 蒲

一 彦
寛 孝・ 吉

伊佐子・ 鷲

修 治・ 森

敏 正
民 男・ 松

地 伝 治 。渕 上 征 人・ 岸 川 弘 文

黒 田 久 子

山 崎 二六夫・ 片 渕 幹 生

長

係

係

係

係

係

ｒ́
　
　

内
　
　
当

コ
″

務

案

待

弁

送

内
　
　
付
　
　
泊

案

総

受

接

宿

輸

大 塚 房 夫

藤 島 一 道

塚 本 千恵子・ 石 山 玲
婦人会 5人

実施本部宿泊弁当係で当たる

古 賀   強。青年団3人

小山田 半 次・ 永 渕 和

平 川1武 子・ 江 口 利

子 。永 渕 万里子

。消防団 3人

正 。副 島 光 男

子

宿 泊 弁 当 係 孝

哲

享

泰永

富

成

俊

千

睦

原
　
　
坪

栗

森

大

夫

幸

光

義

良

鋭

ロ

ホ

富

池

川

昭

正

祐

義

敏

田

口

井

島

ホ

原

田

石

江

荒

男 。江

二 。品

嗣・ 成

則 。堀

孝 。古

克 。堤

秋

典 。持

男 。武

明・ 乙

光  次

満

邦

崎

村

山

西

守

功

- 12 -

藤

渕

内

岡

坪

原

江ケ

斉

永

陣

西

大

貝

鐘



式 典 次 第
(佐賀県立牛津高等学校体育館 )

開 始 式 (10月 25日 )

順序 次    第 時  刻 要  領 備    考

役員選手集合開始 8:30

開式子告 8:55 放 送

放送 「 フ ァ ンフ ァー レ」演 奏

競技会会長登壇 「行進曲」演奏

開式通告

選手団入場

9:00

9:01

競技会開始宣言 9:20 競技会委員長

「君が代」斉唱
|

9:21  1 全員注 目 「君が代」演奏

I. I] 7 4 _EiE 9 23 競技会会長 「得賞歌」演奏

競技会会長あいさつ 9

歓迎のことば 9

表   彰 9 競技会会長

9:40
|

「

放送

放送

「 フ ァ ンフ ァー レ」演 奏

選手団退場 9:41 「行進曲」演奏

(競 技 開 始 ) 10:00

10

表 彰 式 (10月 28日 )

「ファンファー レ」 演奏

「行進曲」演奏

「行進曲」演奏

放 送

14 : 10

「得賞歌」演奏

競技会会長あいさつ

「君が代」演奏

「 フ ァンフ ァー レ」演 奏

―
十一―――――

順 序

01

5

6

放送

要  領 備    考次    第 時  刻
13:30

1 14:

: 15

:20

14 :36

14:35

競技会会長登壇

競技会委員長

歓送のことば

14:34

競技会会長

役員選手団整列

開式予告

開式通告

選手団入場

成績発表

牛津町長

全員注 目

閉式通告

「君が代」斉唱

競技会終了宣言

14:26

競技会委員長

競技会会長

放 送

13:55

14:00

表   彰

14 : 32

バ ドミントン諸会議日程表

電   話会   場
牛津町役場会議室 09526(6)1111審 判 会 議 10月 24日 14:00～ 16:00

時  間

監 督 会 議

09526(6)0221全国理事長会議 牛津町会館

18:(X)～ 19:00

19:30～

-13-
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バ ドミントン競技日程

競技順序および時間 (タ イムテーブル )

E二¬ は決勝戦
M:成 年男子 (一般) T:成 年男子 (教員) L.:成 年女子
B:少 年男子     G:少 年女子

競 技 前 の 注 意
1・ オーダー用紙は試合開始∞分前にオーダー交換所に提出してください。
2.選 手は試合開始

"分
前に所定の選手集合場所に集合し、当試合の主審の指示に従ってくだ

さい。

3.ベ ンチヘ入場行進の後、当試合の組合わせによる若番のチームから最初に 3分間ずつの練
習時間が与えられます。

会場 第 2会場 (牛 津 中 学 校)
0

M  6M  5

M ll M 12

G  l G 2

M 15 M  16

第
１
日
　
１０
月
２５
日
（月
）

第 1会場 (牛津高等学校)

13:00

14:30

21

時

M M

L B B

T M M

M M 1ヽ M

問

L

T

19

開   始   式

M l M 3 M 4

M  7

9:00

2

18

8

2

2

10

2()

2

14

10:00

13

O  l
‐

」

・
                     __1___、
い

―

―

 

―

  |

116:001M17

11:30

1

1

―――」

M 22

M η M "

M  30 M  31

M 32

M 39

第
２
日
　
１０
月
２６
日
（火
）

M 9Q
_  _  1  lvl  ,′――+―――     ~

12100

13:30
―

ユ
G

M_Щ M
|

「

~~~

1 1

M

9:00 M  25    M  26

10:30 T 3 T 4 T 5 1 M 29

L  3 L  4 G   3 G 4

L  5 L  6 M ●

5:00 B  3 B  4 B  5

M 36

T  6

G  6

16:30

B  6

B  7 B  8

′

「
  7

第
３
日

・０
月
２７
日
⌒水
）

30

7

“

M  40 M  41 M  42 M  43

G?G8Ｌ

　

Ｍ
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.ヽ1  4513: 30

区三二亜二

G 9
第
４
日

１。
月
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日
（本
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一
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一

__」」」
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T10 I B
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I L lL

14:00

11:30
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25日

バ ドミントン競技組合せ表

成年男子 (一般)(M)

27日 28日 27日

6コ ー ト

⑫ 12:00

1コ ー ト
① 9:30

3コ ー ト
⑫ 9 : 30

3コ ー ト
①13: 30

1コ ー ト

013:30
4コ ート

⑮13i30

1～ 3コ ー ト牛津高体育館
4-6コ ー ト牛津中体育館

26日 2'日26日

神奈川 1

岩 手 2

広 島 3

長 崎 4

二 重 5

佐 賀 6

愛 媛 7

長 野 8

大 阪 9

秋 田 10

埼 玉 11

香 川 12

栃 木 13

山 形 14

京 都 15

宮 崎 16

北海道 17

1コ ー

6コ ート
⑮14:30

1コ ート

① 16:00

2コ ー ト

② 9:00

4コ ー ト
貶319:00

③ll:30

3コ ート
◎11:30

4コ ート
⑩ ll:30

5コ ート
⑪ ll:30

6コ ート
⑫ll:30

3コ ート
⑬14:30

①10:00

2コ ー ト
()10:00

3コ ート
③10:00

2コ ート
①16:30

卜

，
０
一
Ю

コ

ｎ
υ

３
⑮

2コ ート

4コ ー ト

④10:00

5コ ー ト

⑤10:00

4コ ート

016:00

5コ ート

② 16:00

6コ ート

016:00

6コ ート
① 13:30

3コ ート
①15:00

1コ ー ト

011:30

決勝戦

1コ ー ト
(39 :30

3位決定戦

5コ ート
② 9:oo

6コ ート

④ 9100

4コ ート

010:30

3コ ート

⑩16:00

4コ ート
015:00

4コ ート
016:30

5コ ート
016:30

2コ ー ト
① 9:30茨 城 18

石 ′‖19

滋 賀
"

鳥 取 21

大 分2

愛 知お

4コ ート
09:30

6コ ー ト
◎10:0

コー ト

4コ ー ト
⑭14130

⑦ ll:30
1コ ー ト

26日 ④ 9:00

-15-

6コ ート

⑪10:30

¨
1堅生型

⑬16:

Z富  山

25群 馬

%沖 縄

"静
 岡

"福
 島

"山
 口

∞福 井

31千  葉

32和歌山

“

福 岡

鎌高 知

35宮  城

∞山 梨

37奈  良

“

徳 島

39岡  山

“

熊 本

41岐  阜

42新  潟

8鹿児島

“

青 森

嬌兵 庫

“

島 根

47東  京

5コ ー ト
①10:30



(T)

27日 26日25日

1コ ー ト
① 14:30

25日

コー ト
14:30

28日

決 勝

成年男子 (教員 )

④10:30

東 京 1

菅 掛 ,_ロ  ク人 ‐  1コ ー ト

1コ ー ト

③ 12:00

新 ′〕3 ①
13:∞

佐 賀 4

5コ ー ト
⑦ll:30 3コ

ー ト

⑩ ll:30

6コ ート
③ll:30

3]― ト
◎ 9:30
3位決定戦

成 年 女 子 (L)

1コ ー ト

⑦ll:30
`人

埓 2コ ート

◎111302コ ー ト
0)11:30

2コ ー ト
◎ 9:30
3位決定戦

(B)

石 川11

北海道 2

香 川 3

熊 本 4

二 重 5

岐 阜 5

石 川11

茨 城 2

鳥 取 3

香 川14

責員 ,本 5

大 阪 1

静 岡 2

岡 山 3

佐 賀 4

東 京 5

27日

…④12:00

3コ ー ト
⑤10:30

3コ ート
⑥ 12:00

6宮 城

7和 歌山

8岡  山

9佐 賀

10群 馬

コー ト

コー ト

1コ ー ト

⑤13:30

2コ ート

⑥13:30

5コ ー ト
③15:∞

6コ ー ト
⑥ 15100

4コ ー ト
⑤13:30

2コ ー ト
② 13: 00

6岡  山

7大  阪

8北海道

9熊 本

10香 川

6二 重

7佐 賀

8滋 賀

9北海道

少 年 男 子

3コ ー ト
① 13:00

5コ ー ト
⑦ 9:30 4コ ート

⑩ ll:30

6コ ート
◎ 9:30

1コ ート

③ 15:00 iヽ 勝

4コ ート
③ 9:30
3位決定戦

コー ト

CI)13: 00

④ 15:00

4コ ー ト

(D12:00

少 年 女 子

5コ ート
◎ 9:30
3位決定戦

宮  城

6高 知

7北海道

8山 形

長  崎

(G)

5コ ート

⑩ ll:30

5コ ー ト
① 13:00

5コ ー ト
④ 12:00

3コ ート
011:30

-16-

4コ ート
③ ll:30

5コ ー ト

⑤13:30

コー ト
13: 00

10新 潟

26日  |

―

t

lコ ー ト |

_望里L「

_|

「
|

―
」 ~|

―

■――――

け



第 2練 習 会 場
(思斉中学校)

~「~~~~~】 ~~~「 ~~

1  2   1  3   11 4

第 1練 習 会 場
(佐賀板紙)~T~~~~~~~~T~ 

■
~~

1 2 1 3 1

会

1

場

時 間
コー ト

日

　

程

二重 |三電 |

M I T I
北百匿百ヒ海百T
T I L  I

1茨城 1北海道
IM IM

二重

B
1栃 木
M
北海道

G
北海道

B

島根  沖縄
M   M

13:00～ 14:20

14:20～ 15:40

15:40～ 17:00

２２

　

日

B

宮城

B

静岡

G
長崎

G

十一―――――――――十 ――――――――
~~十~~

1宮城 1宮城 |

―

一
― ― ― ― +―

一
― ―

―
‐ ―

―
― ―

.群馬 1群馬 1静岡
I M I T
隔 面 i市

「
而 面

I M I T

T

M
|

T I L

IM

三 薫 二重二重

M
北海道

T
宮城
M

山口

M
福井

M
青森
M
埼 玉

M

9:30～ 11:00

11:00～ 12:30

14:00～ 15:30

15:30～ 17:00

Ｚ

日

沖縄

M
熊本
L

佐賀
T

1新潟 1北海道 |

I L I L I
岡山

M2

M8

T

M

M   M

富 山M7

長崎
M
愛知

M

北海道 1香川
T I T

鳥取
M
宮城
L

群馬
M

大分
M10:00～ 10:40

lo340～ 12:00

12:00～ 13:30

13:30～ 15:00

15:00～ 16:30

あ

Ｌ

Ｉ

|

「

―――――一|――――――■――

「「

~

Ll l佐 賀 1 岐阜

岡山 1 大阪 |

L  I  L  I

石川 1 31 1
B  I     I

1ヽ35

T

L

L2

香川

B I

M鋒

二重Tl l熊 本
I T

石川

T
東京
L L

香川

L

熊本
B

MZI M%|

MFT而至可

M tt  M"

8:30～  9:30

9:30～ 11:00

11:00～ 12:30

12:30～ 14:00

14:00～ 15:30

15:30～ 17:00

」
２６

　

　

日

|

●
~~~

に
~~

M40 M41  M

T5 T6T3 T4

M43

9:00～ 10:30

10:30～ 12100

27

日

T8M“ M45 T7”

日
9:00～ 10:30

バ ドミントン競技練晋

新潟

石面
¬

M I
佐賀
T
香川

M
石川

M

新潟

G
石川

B

佐賀
B

I T

貯

Ｌ
一和

香川 |
T
石川 |
T

岩手
M
佐賀
M
佐賀
G

香川 1香 川
L  I  B

石川 T頂

「

B   M
東京 1広島
G I M
岡L~口 i爾面

~

L I G
愛媛 , 福岡
M I M

東京  東京
M_」 L

岡山
M
滋賀
M

静岡
M I
茨頭¬
B

岡山
T
滋 賀
い
わ

福島 |

M I
千葉 1和 歌山

M   M
鳥取 1滋賀
B     B

北海道

B

岡山 1熊本 1鹿児島 1青森
I MM IM I M

M「¬
~埼
玉 ]~~罰 ||

I M l M
M4

M9 山口

M 1帯
I M10

宮城 |

T I

π可

和歌山
T

岐阜
M
G群馬

T
M18 ' M19

_●_____」

1北海道 |

I C I
M2 M81

高知

G
M26 M"

Ｍ‐３
　
一姫
Ｇ

M30 M31

M36 1 M37 1 M田 .M39

G3 G4

-17-～ -18-

L7 L8  B7

G5 'G6

12:30～ 14:00

２３

　

　

日

ヽ
ヽ
｀
ヽ、

日

――匡―一-4
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第 4練 習 会 場
(福富町社会体育館)~~~「 ~~T~~~「 ~~~「~~~「 ~~

1 1 2 13 14 15 16

＼ ＼

＼

ゝ〔
＼

沢ずな

北海道 ,北海道 1北海道 1北海道
M I L I B I G
百

「 「
汗再
~再
爾覇

「

面東
~

M I M I M I M

愛知  岐阜  岐阜  奈良

富山 ,兵庫 1鳥取 |

堅_1_M_上型__L
鹿児島 1茨城 1茨城

M

M 1ヽ B

M

鳥取
B

宮崎
M

M   L

M 1ヽ

M

1熊本 1熊本 1熊本

M
福

T

T

トー

M M

L B

山形

G
千 葉 栃 木 1新潟

M
秋田
M

岩手 1徳島
M IM
―――――■―――
佐賀 1佐 賀
L  I  B
熊本
M

大阪
|

M I
大阪

L
大阪

G

「 ―I G I
覆ξ
~「

7百丁
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会場使用日程表

☆
各
練
習
会
場
に
は
、
選
手
輸
送
用
循
環
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

☆
＼
線
以
外
の
空
欄
は
、
あ
ら
か
じ
め
会
場
係
に
申
し
込
み
を
し
、
許
可
を
得

て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

・
県
名
が
書
か
れ
て
い
な
い
記
号

・
番
号

（例
え
ば
Ｍ‐
な
ど
）
は
、
そ
の
試
合
番
号
の
勝
者
を
示
す
。

☆
Ｍ
↓
成
年
男
子

（
一
般
）
　

Ｔ
↓
成
年
男
子

（教
員
）
　

Ｌ
↓
成
年
女
子
　
Ｂ
↓
少
年
男
子
　
Ｇ
↓
少
年
女
子

第 3練 習 会 場
(芦刈小学校)
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男女総合 (天皇杯得点)成績採点表
バ ドミン トン競技
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女子総合 (皇后杯得点)成績採点表
バ ドミントン競技
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都道府県参加一覧表

プ

ロ

ッ
ク

県 名

監

　

　

督

成年男子 成
年
女
子

少
年
男
子

少
年
女
子

計

19

4

4

15

4

8

4

8

4

7

4

4

12

4

4

12

4

4

11

4

8

4

11

8

プ

ロ

ッ
ク

県 名

監

　

　

督

成年男子 成
年
女
子

少
年
男
子

少
年
女
子

計
一
般

教

員
一
般

教

員

北
海
道
北海道

近

畿

滋 賀

東

」ヒ

青 森 京 都

岩 手 大  阪 12

宮 城 兵 庫

秋  田 奈 良

山 形 和歌山

福  島
中

国

鳥 取

関

東

茨 城 島 根

F' ■
ワ

"  /ト

15

群  馬

埼  玉

千 葉
四

　

　

　

国

15

東 京

神奈川 愛 媛

山 梨 高 知

北
　
　
信
　
　
越

新 潟

九

||ヽ

福  岡

長  野 佐  賀 19

富 山 長 崎

石  川 熊  本 15

福  井 人  分

東

　

　

　

海

宮 崎

鹿児島

沖 縄

岐  阜 参加総計 77 141 ∞ 30 30 30 338
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参加チームー覧表 (監督 。選手名)

◎は監督

番号 県  名
成 年 男 子

成年女子 少年男子 少年女子
般 教   員

1 北海道

◎伊勢

木村

遠藤

久原

武

敏男

好男

正敏

杉田

菅原

金田

茂良

宏志

隆一

◎上山

千葉

後藤

堀

功夫

昌弘

誠

信浩

◎村本 信教
神山由香里

笠井 裕子
山崎 妙子

2 青  森

◎小山内信一

小野 友久
浅利 龍徳
斉藤 和則

3 岩  手

◎本多

高橋

高橋

橋本

二郎

道夫

信夫

三司

4 宮  城

◎植野

山並

及川

岩渕

策千

正人

憲一

光男

渡部

木戸

白岩

紘一

純一

良治

◎古橋 政紀
渡辺 正栄
山口みどり

荒井 裕子

◎菅原

宍戸

若生

二瓶

保

隆夫

正弘

源治

5 秋  田

◎勝 田

木村

舟山

遠藤

裕

敬次

敏彦

昭夫

6 山 形

福  島

◎村岡

斉藤

涌井

橋本

義男

和夫

保夫

則之

◎宗像

井伊

矢仲

青木

津良

恵治

栄一

昭弘

◎高山 昌三
福原まリチ

近藤恵美子

東海林文子

7

◎紙塚

関

井坂

桜井

博

隆

裕―

三男

8 茨  木

◎内山

村谷

和田

岡田

俊一

信之

講一

常雄

9 栃  木

◎遠井

三上
大島

粕谷

稔男

隆康
清

武

10 群  馬

◎西巻

井上

植田

千明

育夫

英夫

政良

博

関  俊夫
今井 勇司
桐生台次郎

-24-

◎西村 幸衛
高野美千子

藤島 百子
塚本裕美子



番 号 県  名
成 年 男 子

成年女子 少年男子 少年女子
般

◎五十里光秋

管原  薫
能登 則男
藤田 茂樹

教   員

11 埼  玉

12 千  葉

◎河辺

鈴木

田所

西村

満

健二

光男

龍夫

13 東  京

◎花岡

今井

斉藤

平井

牧夫

茂満

敏行

克英

◎増田  稔
湯木 博恵
石崎 茂子
今田真知子

◎宮崎 重勝
徳水 順子
松枝 睦子
水野ふみ子

14 神奈川

◎鈴木

小島

宮川

笠井

勝之

一 平

秀樹

教行

15 山  梨

◎田中

窪田

秋山

平田

登

恵三

真男

芳夫

◎小 日山正志

捧   勇
丸山 法男
鈴木  裕

新  潟

◎人里 俊一
堀川栄美子

海老恵美子

水品真由美

◎佐藤

青木

藤井

佐藤

秀夫

恵子

良子

友子

長  野

◎船木

小松

杉本

小林

善司

茂樹

良洋

敏一

18 富  山

◎中山

今泉

牧野

米沢

邦夫

勉

光男

和男

石.川

◎村西  一
相川  進
米  正隆
堂谷内 均

原  栄一

長谷り11 進

和田  修
19

◎河原山晴夫

重山 成生
森田  均
坂本 昌嗣

福  井

◎近藤

山本

嶋田

寺崎

孝晴

敏彦

伸行

由雄

21 静  岡

◎七沢

笠井

西島

芹沢

宏光

好美

知彦

英彦

◎中田  稔
山本美津子

内田 恵子
佐藤 圭子

-25-
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番号 県  名
成 年 男 子

成年 女子 少年男子 少年女子
般 教   員

22 愛  知

◎松島

谷ロ

川合

磯野

保

寛

信之

雄二

23 嗜

◎伊 豆

山□

下田

小林

晃

香

勲

信行

南

西城

平田

善雄

博

欽也

◎和 1日 直美

芳夫

満

治

◎天野

広沢

名和

佐円

鎮一

功子

和子

伸江

24 岐 申.
森

河田

三浦

251
|

|~~T
|

%|

|

― ― 十

滋 賀

|

|

◎沢

小嶋

上田

横山

長寿

清治

哲滋

昌弘

方く 斎
`

◎水井

高橋

三矢

河野

博

栄一

博司

啓樹

27 大  阪

◎竹原  茂
和田 泰寛
山下順次郎

宮本 宏和

◎宮脇 正晴
西尾真理子

谷 美津代
秋本 幸子

"
兵  庫

|◎粟

1 塩飽
守

初

重吉

幸夫

平松

森田

29 奈  良

◎井田

植田

水川

開キ

占昭

寛

九洋

弘安

◎大世古吉弘

井崎 典彦
山西 友幸
森井 弘喜

◎藤上

北橋

西山

西堀

良信

進

博司

武

◎杉田 忠邦
石川 好子
平 久美子
河村 茂美

∞ 和歌山

◎森

宇治

穂谷

米」|

隆

収

真弘

正和

門間

武藤

山本

幹夫

隆志

茂樹

31 鳥  取

◎米田

高真

木村

砂川

哲 巳

広

和夫

清美

◎岸

野津

南木

岩田

一雄

良文

憲治
島 根

◎小谷 章公
武良 進吾
佐々木 亮

山本  浩
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番 号 県  名
成 年 男 子

成手女チ 少年男子 少年女子
般 教   員

"
岡  山

◎虻江

藤原

芳上

上野

優

航

一男

輝治

勝

次郎

和文

◎西崎 正明
石田 雅子
林 寿美子
藤原 教子

◎毛利

森下

田辺

梶田

清志

真紀

淑子

百枝

釧 広  島

◎上田

矢野

大塚

安田

辰男

信夫

良一

守夫

35 山  口

◎木曽新一郎

末広 秀樹
河添 忠夫
坂本 賢二

36 香  川

◎森田

日下

横田

辻本

桂示

昇

泰徳

義文

喜岡

藤原

竹林

恒雄

和文

良明

37

|

徳  島

◎小椋

山下

森

森

貞和

哲夫

茂行

治郎

田 愛  媛

◎浜中

三村

田鍋

田中

誠

一郎

光行

政則

高  知

◎山本

岡林

田代

松井

邦彦

哲治

◎秋山 隆城
石原 英子
田所 静子
牛田真由美

◎地下

平野

上原

木田

義文

勝彦

明

敬二

◎勝賀瀬健三

山本 久美
浜田 由理
田村 圭香

40 ¬|: 岡

◎木 下

西本

江口

堀口

一郎

孝

俊彦

昇一

41 佐  賀

◎木原

高柳

大坪

大東

逸夫

静夫

宣登

歳文

田口

太谷

築地

良之

雅行
孝彦

◎杉町

春野

松尾

山口

義典

檀

淑子

安子

◎久本

今村

宮崎

野口

浩二

一郎

雅則

学

◎松尾佐代子

宮崎 千秋
古賀しづか

北村 息子

42
長  崎

◎柿本

中野

江口

松山

修宣

和雄

博

清

◎林  昭男
山口 峰子
若松登美子

山下もにか

43

◎大森

築山

工士

田中

協一

元博

恭司

恒典

工藤

稲津

田中

勇参

悟

芳文

◎木村

弓削
斉藤

後藤

弘典

鈴子
君子

早苗

熊  本

◎西田淳二郎

宮本 幸弘
上村 秀章
本石 俊憲

27

宅

本

田

三

岡

小

Ｊ

Ｉ

Ｉ

一―
―

―
甘

「

■
―

|

__|

Ｉ

Ｔ



番号 県  名
成 年 男 子

成年女 F 少年男子 少年女子
般 教   員

“

大  分

◎田中

春武

宮原

森

大也

俊一

秀三

裁美

45 宮  崎

松本

徳永

野中

岩崎

行弘

英敏

芳郎

博臣

46

47

鹿児島

◎吉松

前薗

竹原

厚石

昌一

俊哉

政和

博美

沖 縄

◎屋比久 潔
比嘉 盛二
人山  基
宮城 道雄

大 会 の 注 意

1.各競技、練習会場とも、運動ぐつは競技用と屋外用をはっきり区別すること。

2.競技区域内には、競技者および役員以外は立ち入らないこと。

3.会場内は禁煙。喫煙は指定の場所ですること。

4 貴重品、その他の持物については、各自の責任において管理すること。

MEMO

28

ヨ

ー



過 去 の 栄 冠

◎第 4回 昭和24年  東京 YMCA(個 人戦オープン )

順 位
種 別

位 イ立 位

一般 男子

単
東 京 広 田 敏 秀 北海道 佐 藤   保 東 京 藤 井 光 男

一般男子

複

__f広 田 敏 秀
界 ネ 1藤 井 光 男

`:鴻神奈川
t箱

淳 一
場 万 吉

北 海道
r佐 藤
1村 _L 三

保

良

“

一般女子

単
神奈川 吉 田 とよ子 神奈川1 遠  藤 文 子

一般女子

複

′■■

神奈川
t晏
田

藤

とよ子

文  子
|

神奈
'

r小 林 歌 子

t中 村 た き

r

愛知
t

吉 沢 千 里

後 藤 範 子

◎第 5回  昭和25年 愛知県 栄小学校,自匡
=小
学校,東桜小学校 (総合優勝 神奈サ|1県 )

サ1隕イ立
春1別

(立 仕 :

一般 男子

f広  田 敏 秀
菫 壼 l藤 井 光 男⌒ ~1小

宮 淳 宏

t山  田 康 久

神奈川

f岡   淳 一
1相 馬 万 吉
1大 谷 直 次
t松 本 武 道

f佐 藤   保
1村 上 二 郎

1葛 西 英 俊

t若 林   守

一般女子

f

|

神奈川 {
|

t

遠
′」ヽ

荒

田

藤

林

川

とよ子

文 子
歌 子
とみ子

愛

r水 谷 鈴 子
_1堀 江 綾 子
知
1保 田 久 子
t伊与田 照 子

北海道

r伊 藤 絹 代

1安 藤   栄
1佐 賀 信 子
t片 岡 京 子

高校 男子 北海道
`石
田   裕

1神 山 周 二

1大 塗 健 一

t島 中 貞 夫

r石 川l 光:男
ュ _1渡 辺 成 雄
策 知
1大 竹 健 司
t野  口   勇

神奈川

f岡   道 明
1村 松 弘 喬
1江 井  実
t藤 井 昂 一

◎第 6回  昭和26年 広島県 広大東曇分校.同付附属小原校  (総合優勝 愛知県 )

サ1贋

`立
種 別

位 位

f玉 越 忠 治

岐 阜 {大 竹 健 司
t大 野 和 彦

位

一般 男子

r広 田 敏 秀
東 京 〈岡   道 明
t山  田 康 久

f藤 井 光 男

愛 知 {渡 辺 成 雄
t蟹   和 男

一般女子 愛

r堀 江 綾 子

知 {保 田 久 子
t伊与田 照 子

石

r登
川 く貝

t高

悦  子
原、 まさ え
田 八重 子

r伊 藤 絹 代
北海道 {片  岡 京 子
t栗  原 澄 子

高校男子
f服 部 安 治

愛 知 {野 口  勇
t之 松 健 一

石 `東
  正 直

川〈西   貞 夫
t諸 江 秀 一

`後崎L〈 オ木
t田

藤 裕八郎
金太郎

中 正  員」
岐

- 29 -
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◎第 7回 昭和″年 宮城県 東北大学体育館  (総合優勝 神奈川県 )

位 位 イヽ[

一般 男子

秀

明

一
雄

敏

道

昂

秀

田

　

井

原

広

岡

藤

吉

神奈川

裕
二
俊
郎三

周
英
豊

石

神

葛

野

道海

田

山

西

坂

実

敏

茂

朗

章

　

芳

井

宮

崎

藤

江

小

山

佐

一ネ

・

東

一般 女 子
`貝り||1詈
t米

塗: まさえ
悦  子

田 八里子
倉 衣 絵

石

子
子
子
子

江知
成
教
京

田 中
中 谷
生之瀬
小野寺|

東  京

子

子

子

子根

綾

久

照

美

堀  江
保  田
伊 与 田

水  野

∫
l

愛  知

高校男子

雄
彦
潔
治

文

一
　
隆

月
田
石
木

望
倉
力
鈴

京東

男
司
明
則

和
英
弾
光

倉
根
藤
島

新
関
内
伏

神奈川

一
大

三

稔

秀

晴

圭

江

上

本

田

諸

井

山

上

石

高校女子

子
子
子
子
津

廷
貞
美

一

広 瀬
西 尾
小笠原
関|

兵  庫

藤

嵐

藤

藤

十

佐

五

斎

佐

形

子
子
子
明

美

照
弘
久

口|

子
子
子
緑

代
良
美
光

川
野
田
島

大
竜
藤
中

神奈川

◎第 8回 昭和28年 香川県 善通寺体育館  (総、合優勝 神奈川県 )
サ1晩 ●:

位 位 仕

一般 男子

秀
豊
久
博

敏
　
順

田
治
崎
田

広

佐

'11本多|

男

一
郎
誠
一

光
秀
十

藤

諸

相

萩

井

川

川

原|

東  京
司
三
昭
郎太

健
竜
哲
金

竹
岡
羽

大
松
丹
林

阜岐

|

子
子
子
子
み

文
歌

と
智

藤

林

川

里予

遠
」ヽ
荒
′j、

一般女子 神奈川

子
子
子
子

江
弘
貴
悦
重

岡
柏
阿
荒

道海

元
津
部
井

まさえ
悦 子
須麿子
ヤス子

原
　
谷
駒

貝
ｎ暑
昴
町

ｒ
ｌ
ｌ
イ
ー
ー
、

石

高校男子

|

敏
則
男
充

兼
方
竜
啓

片 石
カロ  藤
長谷川
井 桁

北 海道

男
而
男

一

桂
直
幸
健

尻
　
外
崎
田

江
辻
半
岡

Zテ

啓

夫

彦

明

牧

利

弘

川

岡

井

藤

越

花

析

内

高校女子

子
子
子
子

美富
京
範
幸

堀
津
藤
本

西

谷

佐

松

城

子

子

西

山

大

秋

真 鍋 久 子|

香  ,サ |
武

子

子

子

子

大 川
藤 田
竜 野
波 多野

代
光
美

澄|

神奈川

◎第 9回 昭和 29年 北海道 札幌市  (総合優勝 愛知県 )
||1貞 ft

種 別 位 位 位

一 般 男子
治

司

三

忠

健

竜

越

竹

岡

王

大

松

阜岐
勇
治
夫

与
貞

口
部
熊

野
服
稲

知愛
正

友  一
亥 久 男

水
谷
木

清
釣
荒

山

一般女子
子
子
子

美富
範
京

瑠
藤
津

西

佐

谷

城1:i

澄
貝
渋

子
え
信

さ

悦
ま石 原

谷

子
子
子

久
照
綾

保: 田
伊与田
堀  江|

愛  知

高校 男子
健
正
昭

広
雅

場
反
藤

豊
御
伊

知愛
信
三
昇

嘉
桂

村
尻
谷

西
江
島

一
宏

潔

健沢
内

辺

一ユ

富

伊

渡

知覺

高校女子
子
子
子

信
桂
享

田
藤
形

武
伊
尾

島福
美
子
子

嘉
文
基

森
野
宅

大
友
三

山岡 愛

範  子
久美子
泰 子

沢
室
竹

大
大
大

知

― ∞ ―

葛】ヽ 雪

神奈り||

神奈川

石



◎第 10回 昭和 30年 神奈川県体 育館 ,鶴見 高女体育館  (総合優勝 神奈川県 )

順イ立
種 別

位 位

一般 男子

秀

博

明

敏

　

道

田

田

広

杉

岡

神 奈

司

三

弘

健

竜

竹

岡

井

大

松

酒

阜岐
一

男

満

久

友

亥

谷

木

木

釣

荒

高

山

一般女子 福  島
子

子

信

桂

田

藤

武

伊

子

子

子

みと

歌

良

川

林

川

荒

小

大

奈神

仁

子

子

久貴

悦

重

津

部

山

梅

阿

下

道海北

高校 男子

一　
英

一

栄

勝

順

井

島

岡野

永

北

小

東  京 石

匡

功

彦

方

谷 外喜

北

関

米

紀

房

至

仁

隆

田

垣

角

生

板

羽

形山

高校女子 一呂

子

節

子

功

　

静

木

津

丼

々佐

三

管

城

子

代

子

豊

紙

怜

田

田

村

永

藤

藤

◎第 |1回 昭和31年 兵庫県 神戸 YMCA,生 田中学  (総合優勝 岡山県 )

種 別

順イ立
位 : 位 位

一般 男子

博

明

久

芳

昌

田

藤

藤

杉

佐

佐

奈神

弘

男

平

益

節

俊

田

木

村

上

増

武

阪大

志

一
道

清

俊

利

利

田

原

毛

前

石

岡  山

一般女子 宮  城
子

江

子

美貴

静

範

堀

寺

藤

野

西

小

佐

子

子

子

文

節

政

野

日
本

友

権

光

山岡

子

子

子

貞

洋

奎

尾

藤

森

西

加

金

庫兵

高校男子

雄

智

之

好

　

裕

宮

村

藤

小

中

斎

神奈川

柳

桐

本

ツ
田

四

小

岩

道海

房

考

志

隆

重

勝

垣

岸

水

板

山

鐘

形山

高校女子

工

子

子

ヌキ

桂

衣

井

上

下

横

井

山

香  川

節

子

子志

英

与

浦

倉

浦

三

沼

三

城

子

子

絢

桂

寿

林

田

岸

小

戸

根

山岡

◎第 12回 昭和 32年 静岡県 富士宮体育館 ,富士高講堂  (総合優勝 神奈川県 )

|1頃イ立
種 別 位

一

　

・

一
雄

潔

三

文
　
　
俊

月

石

木

望

力

鈴

一示

位

東

位

一般 男子

朗

博

男

芳

　

和

藤

田

倉

佐

杉

新

奈神

夫

隆

爾

良

嘉

修

中

野

山

島

星

神

北海道

一般 女 子

横

井

山

F

工

子

子

ヌキ

桂

衣

井

上

下

子

子
子

節

政
桂

日
本

林

権
光

小

山It

子

子

子

良

歌

英

大

小

石

川

林

川

高校 男子

高校女 子

雄

智

勝

好

　

敏

宮

村

木

小

中

鈴

神奈川

夫

男

章

明

和

知

井

田

酒

村

堀

石

隆

祐

豊

英

野

脇

ロ

平

森

富

根島

島

下

下

田

山

宮

香

子

子

子

茂
　
　
ヤ

外

久

ツ

子

子

子

良

弘

禎

橋

村

野

掛

西

佐

岡静

子

子

子

喜

美

順

悠

富

田

田

田

有

長

松

7i

位

子

子

子

文

節

基

野

田

宅

友

権

三

山岡

夫

徳

一

邦

正

竜

神奈川

-31 -



◎第 13回 昭和 33年 富 山県 高岡女高体育館 ,南星 中体 育館  (総合優勝 東京都 )

位 位
'隕

イ立 位

弘
弘
志

芳
益
清

谷
田
王

高
上
松

阪大
博
朗
久

芳
昌

田
藤
藤

杉
佐
佐

敏
啓
夫

兼
　
牧

石

川

岡

片
越
花|

神奈川東  京一般 男子

r横
川 {山
t田

井  キ ヌエ
下 久 子

島  外茂子

小
大
二

神 奈 川

{

林
川

見

子

子

子

歌

良

文 |

岡1 山
権
光
′」ヽ

子

子

子

節

政

桂

日

本

林
一般 女 子

一
嗣
正

晃
高
安

森
榎
中

良奈高校 男 i
{

山  形
金
板
」ヽ

弘

憲

賢

義

善

森

垣

林

春
司
肇

幸
武

木
永
戸

鈴
宮
貝

一昼東

|

富  山
高 島
中 島
梅野尾

子

子

子

洋

玲

桂 |

崎

　

多
石  川

山

川

竹

子
子
子

久紀
節
光

高校女子
r藤
,||{有
t福

本 文 子
木 とみ子
本 和 子

サ1隕イ立

◎第 14回 昭和 34年 東京都 足立区体育館  (総合優勝 神奈川県 )

位位 位

一般 男子

治
夫
男

正
治
和

田
井
田

新
酒
村

石
朗
久
潔

芳
昌

藤
藤

ロ

佐
佐
関

神奈川

志

博

貢

清

康

王

松

松

松

小

小

阪大

キ ヌエ

久  子
ツ ヤ子

横  井
山 下
宮  サ11

香

子
子
子

あ
洋
玲

坪
島
島

大
高
中

山′,i一般 女 子

教員男 子

子
子
子や

良
文
み

川
見
野

神奈川

神奈川

大
三
権

杉

山

石

大

藤
来
野

佐

宝

北

阪
雄
夫
郎四

茂
敏
敬

r平
京 {市
tり,

東

田

川

田

郎

司
規

志登
和
直

高校男子

一
雄

宏

紘

保

昭

部

江

斐

渡

堀

甲

城宮 北海道

彦
光
聡

康
将

瀬
中
木

竜
竹
梅

神奈川
|

山

岡

小

彦
三
充

洋
恵
拓

本
崎
坂

高校女子 香

本
木
本

蔵
有
福

子
子
子
み

文
と
和

11「

利 子
セツ子
待 子

沢
村
原

伊
志
石

岡
|

富  山
尾
　
井

毀梅
橘
酒

イま F
美智子
美智子

◎第 15回  昭和35年 熊本県 菊地市体育館  (総合優勝 富山県 )

|1隕 (立

一般 男 子

亥
三
幸

木
沢
野

東  京

位 位 位

荒
扇
大

一
英
肇

栄
克

井
島
戸

佐
遠
砥

奈神
朗
治
勤

芳
啓

藤
藤
石

富  山
男
徳
雄

久

r野
岡 {伊
t志

|'11

村 志津江
沢 利 子
村 セツ子

一 般女子
工
子
子

チ
政
満

坂
村
山

脇
木
横

田秋
子
子
子

洋
玲
桂

高 島
中 島
梅野尾|

富  山

三
隆
司

竜
安
裕

越
坂
木

宮
脇
鈴

田秋教員男子

博

副

治義

日

本

原

杉

山

石

北  方    匡
河原山 晴 夫
茂  藤   寛|

石  サ|| 神 奈

字

淳

祐洋

部

原

藤

阿

笠

伊

潟新高校男子 神奈川
{

岡 崎
′」ヽ  力更
長谷川

三
充
彦

恵
拓
敏

子
子
子

奉
七
文

橋
沢
崎

高
石
長

田秋
子
子
子

文
信
久

井横
林
森

香高校女子
f橘
山 {酒
t平

美智子
井 美智子
田 敦 子
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種 別

種 別

田   博
本   冨1
原 義  治

千颯りll

永
北
貝 |

彦
男

一

勝
勇
清

藤
沢
橋

佐
出
高

形山



`立

位位

房

男

任

隆

勇
垣

沢
村

板

出

北
形山

朗

三
治

芳

恵

啓

藤

崎

藤

佐

岡

遠
神 奈

敏

一
男

兼

栄
忠

石
井

野

片

永

星

一示東一般 男子

香

川
井
井

富
福
横

子

子

子

ヤツ
知

文

隆
司
喜

安
裕
弘

坂
木
橋

脇
鈴
高

田秋
田

田

山

杉
岡
秋

奈神
博
郎
彦
三敬
捷

子

子

子

政
満

奉

村

山
橋

木

横

高
田秋一般 女 子

教員男子 石  川

|

|

梅

橘

酒

尾
　
井

桂
美
美

子
子
子

匡
夫
三

野

」ヒ 方
河原山 晴
江 尻 圭

一
司
昭

紘
武
義

竹
沢
野

大
安
星

潟新高校 男子

伊
横
大

秋  田
藤
山
r月

イ

了

子

津

　

モ

美

綾

モ

子
江
子

紀
博
昭

木
野
山

高
天
影

岡静

平

秋

早
北 海 道

高校女子  1山  形
佐 藤  弘
小笠原  詔
矢  口 淳

勲
男
博

真

子
子
子

光

潔
治

富

　

直

村

浦

村

中

松

松
山  梨

位位

◎第 17回 昭和37年 同山県立倉敷青陸高等学校体育館 (総合優勝 東京都,富 山県 )

位
輌 別

英

雄

一

克

好

陽谷

北

小

長
知

治
勝
三

啓
敏
恵

藤
木
崎

遠
鈴
岡

1島

,言

サll
神 奈 川

子
子
子

政
満
奉

村
山
橋

木
横
高

田秋
子
子
子

智
智
美
美
桂

井
尾野

橘
酒
梅

山

隆
司
光

安
裕
俊

坂
木
崎

脇
鈴
真

田秋
博
彦
郎三

捷
敬

田

山

田

杉
秋
岡

奈神

―-12男 千

一 般 女 子

教員男子

中
０

束

イi

男
豊
雄

子
子
子

匡
夫
三

北
河
江

野

田
門

本

井

方
山
尻

鎮

知
文
久

晴
桂

原

務
男
紀

治
善

田
川
野

本
荒
阿

潟新

征

夫

誠

一
孝

一

野

田
西
須
関

一示東
奥 谷 国 昭
長谷
"1   

勇
三 上 義 明{

森高校 男子

子
枝
子

淳
百
泰

塚
放
村

高
重
七

山岡
大
大
間

田
シ
子
子
ヨ
ト
サ
幸

塚

門

瀬
不火

子
子
子

妙
光
和

崎
村

橘
室
河

山富高校女子

◎第 18回 昭和 38年 山口県 下関市体育館  (総合優勝 新潟県 )

雄
司

一

鎮
武
栄

門
永

井
宮
界

一ホ

雄

憲

隆

好

善

整

宮

垣
熊

小

板

稲

√
Ｉ
КＩ
ヽ

知愛
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_ イ立位

― ‐11男
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千重別

束

星

富

山

一
梅

酒

室

位

忠

存

島  根

富  山

男
豊
茂

野
田
崎

尾
井
崎

野 桂 子
美智子
光 子

大

古
野
岡

世大
北
片

阪
弘
郎
明
四
吉
敬
輝

一般女子

神奈川教 員男子

|

{

秋  田 香  川

石  川

田
横
森

杉
岡
秋

島

井

田

田

山

外
文
久

敬
捷

子
子
子

茂

博
郎
彦

三
二

北
河
江

山
橋
崎

方
山
尻
晴
桂

子
子
子

匡
夫
三

原

r福  島
北海道 {林
t久保田

徳
守
男

智
　
和

誠
安
正

一　

和
村
屋

関
中
古

一示東
夫
男
春

一

義
光

二

野
田
口
一

星
裏
樋

一

高校 男子 i11新

iIヽ校女子 ∫
l

栃  木
沢
本
出

月(」

松
′1ヽ

子
子
子代

和
昭
千

子
子
子

和
純
泰

藤
沢
内

後
茂
竹

潟新 ヨし海道
子
子
子

幸
裕
泰

森
田
田

高
高
村

-33-

◎第 16回 昭和 36年 秋田県 :象潟町中学校体育館  (総合優勝 秋田県 )
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智

智

団
山

川
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◎第 19回 昭和 39年 新潟県立二条高等学校体育館  (総合優勝 新潟県 )

治

男
力

正

和
田

田

田

新

村

沢

石
一
司

一

栄
武
栄

井
永

永
宮
界

一示東
雄

憲

昭

好
善

隆

宮

垣
后

小

板
岩

知愛

|'慣 f立
位 位 位

一般 男子

種 別

一般 女子

教員男子

`
日 1

トリ

新 奈 良

横
高
長

北
河
江

森
橋
真

山
橋
崎

方
山
尻

本

壁

満
寿
文

晴
桂

芳
　
年

子
子
子

匡
　
一二

夫
修

一

高
天
岩

杉
岡
秋

木
野
后

田
日
山

野
野
林

紀
博
螢

敬
捷

正
博
弘

Ｆ

Ｌ

ｒ

博
郎
彦

昭

之

則

横
田
森

渡
永
佐

鈴
神
片

井

島

部
井
藤

本
田
山

文
外
久

紘
　
俊

正
和

子

子

子

茂

一
司
夫

造
夫
毅

原 た 神 奈

高校男子

高校女子
木
島
田

泰 子
恵美子
八重子

内
本
野

竹
石
高

潟新
子
ヨ
枝

カタ
コ
初

Ｔ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
上

植

大

武

木仕:
`佐

々木
田 《中 ,|:
t加 賀谷

フ  ミ
美枝子
ユ ミーr

秋

"頂

f立
種 別

◎第20回 昭和40年 岐阜県 富田学園体育館 (総合優勝 岐阜県 )
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一般 男子
雄
憲
彦

好
善
敏

宮
垣
川谷

小
板
長

愛  知

位

一
司

六

栄

武

十

永

上

界
宮
田

一示東
|

香 'II
昭
朗
顕

義
立

条

日
田

東
山
牟

一般 女
『

子

江

子

紀

博

康

木

野

田

高

天
高

阜岐
子
子
子

和
妙
泰

藤
崎
内

後
石
竹

潟新
子
子
子

文
久
和

井
　
藤

横
森
加

夫
匡

一

晴山
方
西

原河
北
村

教 員男 子 7i 北海道
良
剛
志

茂
　
弘

田
森
島

杉
笹
中

志
勝
敏

清
　
尭

利
宅
本

毛
三
柳

山岡

高校 男 F
一
之

雄

尾
前
呼

野棒
寺
中

山 山支

幸 矩
1,:'

美智則
山
関

堀
杉
尾

阜

高校女子
枝
子
子

光
妙
栄

藤
脇
田

近
オ
池

阪大

{

岐  阜
橋
葉
本

高
稲
川

子
子
子代

葉
良
美

野  明 美
崎 喜代子
田 サ ト子

オ

一
一

奈 良

朽 木

真
河
滝

上
石
吉

壁
村
野 公

◎第 21回  昭和 41年 大分県 日田林工高体育館  (総合優勝 新潟県 )
順 位

F重号 位 位 位

一般 男子
雄
憲
司

好
善
武

宮
垣
沢

小
板
安

知愛
三
男
勇

恵
真

崎
山
上

岡
秋
三

梨山
司
也

一

武
大
俊

永
中
武

宮
田
春

分大

一般女子
子
江
子

紀
博
康

木
野
田

高
天
高

阜岐
子

子

操

和

妙

藤

崎

藤

後

石
加

潟新 秋

山
橋
谷賀

横
高
加

田
子
子
子

満
奉
ユ

田
達
山

杉
安
上

茂 良
↑筐 彦
功 夫

教 員 男子 北 海道 石

山
方
原河
北
原

夫

匡

一

晴

　

栄
岡

勝

志
敏

清

発

宅

利

本

三

毛

柳

山

高校 男子
次
宣
作

順
　
良

間
橋
田

本
高
奥

潟新
r我 妻
城 {市 川
t寒河エ

郎
清
利

宮
一
弘

席

和

健

忠

辻

崎

田

西

西

小

香

高校女 子
子
子
子

茂
　
ゲ

登
幹
シ

山
藤
藤

小
遠
伊

形山 新

間

下

坂

本
日
高

潟
子
子
薫

美恵
悦

江

子

子

博

恵

民

木

口
藤

湯

浦

佐

山岡

― ● ―



川負イ立 位 位 位

一
六
八

栄
十
平

上
橋

堺
日
本

京東
|

愛  知
板
安
′
|ヽ

憲

司
宏

善

武

一

垣

沢

林
神奈川

平
彦

治

一
洋

啓

島

本

藤

小

山

遠
一般 男子

子
江
子

紀
博
雅

木
野
賀

高
天
虫

阜岐
木
井
本

有
横
山

子
子
江

みと
文
真

辛li

嵐

藤

藤

十五
後

加

潟

美

子

操

明
和一般女子

夫

一
功

和
紘

茂
部
地

加
渡
菊

城富
隆
郎
之

芳
史
信

水
木
山

清
正
松

山富 北 海道

良
彦
夫

茂
惟
功

田
達
山

杉
安
上

教 員 男子

夫
夫

一

幹
哲
純

間
田
戸

門
山
木

城宮
一
明

一

公
正
博

野
林
輸

滝
小
葛

良奈

〓

―

■
′,1

田
島

ロ

米
松
谷

山高校 男子

美津枝
加代子
和 子

仲
　
波

田
枝
印

木栃■i

マチ子
美和子
薫

沢
子
坂

相
金
高

潟
片
森
下

小
竹
山

子
子
美

恵千
経
清

高校女子

◎第23回  昭和 43年 :福井県 福井県立勝山合同体育館  (総合優勝 岐阜県 )
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位 位

一
征

試

栄

一

一

野
堺
西
関

一昼東神奈川

平

一
人

一
悠
直

島
良
辺

小
吉
渡

三
男
登

恵
真

崎
山
中

岡
秋
田

梨山一般 男子

|
新  潟

五
後
′」ヽ

美
子
子

明
和
邦

嵐
藤
林

十

山支

木
野
藤

高
天
安

阜
子
江
子美

紀
博
久

束

橋
野
仲

高
水
田

京
子
子
江

も
夜
津

と
小
美

一般女子

志
勝
敏

清
　
奏

利
宅
本

毛
三
柳

山岡イ1

匡

一

一栄

方

西

北

村

原

治
参
身

直
勇
健

藤
原

南

工
芦

本熊教員男子

男

男

巨

好

光

政

藤

所

藤

遠

田
伊

形山

昇

宏

男

路

守

田
藤

立

岩

後

足

阜岐
博

治

茂

敏

正

上
島

目

二
草

布
山富高校 男子

武
本
沢

宮
福
赤

子
子
子ろ

泰
幸

ひ

川
中
竹

堀
竹
大

潟
子
子
子

美
　
里

栄
礼
由

大

子
子
子
よ
泰
き
弘

山
山
崎

平
柴
高

阪高校女子

◎第24回 昭和44年 長崎県 諫早市体育館,県立諌早高校体育館 (総合優勝 新潟県 )
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F手1別

位 位位

神奈川
平
人
二

一
直
聖

島
辺
本

小
渡
坂

一
征

誠

栄

一

一

野
堺
西
関

一ネ東一般 :野子

三
男
応

恵
真
秀

田
山
田

窪
秋
野

梨山

一般女子
紀 子
博 江
千代美

木
野
橋

高
天
高

阜岐
とも子
美津江
小夜子

橋
仲
野

高
田
水

一ネ
'1:

一界

かおり
三枝子
繁 子

井
下
崎

永
山
岡

都

志
勝
敏

清
　
尭

利
宅
本

毛
三
柳

山岡
匡

一
一

栄
方
　
西

北
原
村

石教員男子
明
参
身

寿
勇
健

田
藤
原

西
工
芦

本熊

高校 男子
享
司
敏正

間
泉
原

本
小
九

潟新 I「

通 夫
台次郎
稔

田
生
辺

内
桐
渡

馬
忠

一
勇

安
意

村
村
野

野
河
西

良奈

子
子
美

よき
弘
照

山
崎
場

柴
高
大

阪高校女子 大
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◎第25回  昭和 45年 岩手県釜石製鉄所健康保険組合体育館 (総合優勝 岩手県 )
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◎第 26回  昭和 46年 和歌山県湯浅中学校・耐久高校体育館  (総合優勝 新潟県 )
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◎第 27回  昭和 47年 太陽国体鹿児島県南高校体育館  (総合優勝 東京都 )
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◎第 28回  昭和 48年 若潮 国体 千葉 県立茂原 高校体育館  (総合優 勝 東京都 )
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◎ 第 29回  昭和 49年 水 と様 の ま ご こ ろ国体 (総合優勝東京都)
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個人),全 日本実業団 (団体,個人)全 日本学生 (
団体・個人),全 日本教職員 (団体・ 個人)全国高
校 (団体・ 個人),全 日本社会人 (個人),全中学
生大会 (団体 )の各選手権大会のほか,国民体育大
会バ ドミントン競技会の 8大会である。

国体は,成年男子 (一般の部・ 教員の部),成年
女子,少年男子.少年女子の4種別で,ダ ブルス 1.
シングルス2に よる都道府県対抗 トーナメントであ

る。

競技の見方
パ ドミントンは,追羽根の連想から簡単な競技の
ように思われてきたが,今 日では最近の国際競技実

績から広い範囲に理解されている。

この競技は強い脚力と筋ヵ,内臓を必要とするス

ピード感にあふれたダイナミックなゲームである反

面,撤密な神経と繊細な高度のテクニックを要する

興味深いもので,本競技の先進国では常に10,000人
以上の観衆を集める魅力がある。

また一方ではレクリェーションとして誰でもどこ

でも手軽にキャッチボールのように楽しむことがで

きるのも今日の発展を呼んだ大きな原因である。

中央が 1.524π の高さのネットをはさんでラケッ

トで約 59の シャトルコックを打ち合う競技である
がシャトルの飛び方 (フ ライ ト)はいろいろある。

主なものは高く打つハイクリヤー, スマッシュ,

ドロップショット, ネットの攻め合いのネットフラ

イ ト (ヘ ヤピンショット)な どで, とりわけネット

に当って伝わるようなプレーがデリケートに応醜さ

れるときはスリルさえ感じる。

相手の弱点を攻め,体力を消耗させて行くゲーム

なので逆モーションをとり, また鋭い予見て一瞬て

も早く防いてゲームを有利に進めていくのである。

選手達はラインやネットの上緑などギリギリの点

を攻め, また何十分の一秒の差を争うきびしい競技

のため,たえず細く気をくばり神経を張りつめてい

る。

喚声やざわめき,写真のフラッシュなどは円滑な
競技の妨げになるから,競技を正しく見る観客とし
て十分な注意が必要である。

ミスに対して手を叩くようなことも慎しまなけれ

ばならない。

正式の競技会は暗幕で天然光線を進り,風が入ら
ないようにして人工光線で行われる。

元来が英国発生の競技なので,選手間においても
礼を失するようなことがあってはならない。

競 技 規 則
試合は単複 (混合)の 2種類で, 1試合 (マ ッチ)
は 1ゲームが15ポイント (女子単のみ11ポ イント)

で 3ゲーム (2ゲーム先取)
サープした方 (イ ンサイド)が勝てば 1ボイント

39

1820年頃インドのボンベイ州プーナに発生 したこ

のゲームは,プーナと呼ばれていたが,1873年駐在
の英国士官によって英国に伝わり,グ ロセスターシ

ャー県下のボーフォー ト候の所領バ ドミントンで本

格的な競技となった。

バ ドミントンの名称はその所領名をとって名付け

られたものである。
バ ドミントンの国際連盟 (略称 I・ B・ F)は
1934年 ロンドンに本部を置いて創設され,現在55カ
国の加盟て成立している。

日本バ ドミントン協会 (略称N・ B・ A)は昭和
21年 (1946年 )に結成 23年に日本体育協会,27年
1・ B・ Fに加盟 して全国47都道府県に支部を持ち

また学生,実業団,教職員の全国組織の3連盟を傘
下に置いて横の連絡が形成され,競技人口の推定は

80万人位,選手の登録数も38,000人 を数えている。
′ヾ ドミントンの世界選手権は,国別の団体戦で男
子 (ト マス杯)女子 (■―パー杯)と も3年 ごとに

行われる。

1・ B・ F加盟国は男女とも米・欧・ 亜・豪亜の
ゾーンの内,何れかに出場して, その勝者を決定し
4ブーンの代表 4カ国と選手権国が, インタープー

ンで二座を争うシステムとなっている。

トマス杯は, 第 3回 (1955年)初参加.第 4回
(1958年 )に 出場,第 6回 (1“4年 )東京大会には
アメリカプーン代表国として参加,第 7回 (1∞7年 )
ジャカルタ大会では,豪亜ゾーン代表国として,第
3位 となる。第 8回 (1970年)第 9回 (1973年)は
いずれも,ア ジアプーン東地区予選会決勝で, また

第 10回 (1976年)は アジアゾーン決勝で惜敗 してい

る。

ユーバー杯は,第 4回 (1966年)ア ジアプーンに

初参加し,ア ンアプーン代表国として,ニ ューノー

ランド大会に進み,輝 く選手権国となった。第 5回
(1%9年 )東京大会では,初防衛に成功,第 6回
(1"2年)東京大会でも優勝, 3連覇し,女王の座
にあったが,第 7回 (1975年)イ ンドネシアに敗れ
それを失った。

個人の世界選手権はないが,1899年から始まって
いる全英パ ドミントン選手権大会 (ウ エンブレー)

はこれと同様にみなされている。

日本の参加は1963年,小宮好雄に始まり,1966年
の男子単に秋山真男,1“ 7年女子単に高木紀子,19
68年の女子複に天野博江,高 木紀子組がそれぞれ準
優勝を遂げた。

1%9年に湯木博江,1970年に竹中悦子,1972年 は

中山 (旧姓高木)紀子がそれぞれ女子単を征覇,19
71年に中山紀子湯木博江組1972年 ,193年連続 して
竹中悦子,相沢マチ子組が女子複で優勝,1974年 お
よび1"5年女子単に湯木博江が 2連勝.ま た1975年

女子複は竹中悦子 (現姓栂野尾)相沢マチ子組が優
勝している。

N・ B・ A主催の年次大会は全日本総合 (団体 ,



が与えられてサービスを続け, レシープ側 (ア ウト
サイ ド)が勝つと得点は変らずにサービスオー′ヾ―
となってアゥトサィ ドはィンサイドとなる。
但 しダブルスの第 2イ ニングからは′ヾ― トナーが
セカンドサーパーとなるので, 2度 のフオル トによ
リサービスサィドが変る。

主審は必ずインサイ ドの得点からコールするから
どちらが何点かすぐわかる。
パ ドミントンにはジユースはなく, セッティング
が行なわれる。各ゲームで13点オールか,14点オー
ルとなったとき追いつかれたサイドはセッティング
する権利を持つ。

セッティング t.たときはヵゥントを一旦 0ォ ール
に し改めて 5点 (13点 オールのとき)ま た3点 (14
点オールのとき)ゲ ームとして勝負する。
セッティングにアタィンはない。

記録は終了の点数, 例えば18対15,17対 14な どと
する。

女子単では!0点オールのとき2点, 9点 ォールのと
き3点のセッティングとなる。
主なフォル ト (反則)は次の通りである。
1. ラインクロス, フットフォル ト
サービスのときにサーパーゃレンーバーがライン

をふんだり,ま たいだりしたとき (パ ートナーは
かまわない)

足をすらせたり,床から離したとき (一部でもつ
いていればよい)

2 オ~バ~ウ エス ト, オーパーンヽンド
サービスで打たれる瞬間にシャトルがサー′ヾ―の

ウエス トより高かったとき, または,サ ービスで
シャトルが打たれる瞬間にラケットの頭部全体が
そのラケットを持っているサーバーの手全体より
も下にあることがはっきりと見分けられるまでシ

ヤフトが下方をさしていなかったとき。
3.ア ゥトなど
シャトルが相手のコートに入らなかったとき (サ
ービスは決められているサービスコート)
ただし相手が打てば入ったことになる。自分のコ
ート (サ ービスコート)`こ落ちたシャトルを打た
なかったときゃ, シャトルが自分の身体や着衣に
当ったとき。

4 夕・ブルタッチ, ドリブルなど
シャトルを 1人が 2度以上打ったり,続いてパー
トナーが打ったり,ホ ールディングしたとき。

' 
オーパー1ガネット, タッチリ=ネ ット, インター
フェアなど。

ラケットや身体がネットにふれたり,相手側コー
トに入ったり,相手を妨害 したとき。フォル トは
主審が裁定する。

しかし,サ ービスについてはサービスジャッジが
ラインのイン, アウトは担当のラインズマンが裁定
する。

この外,息切れや疲労回復のためプレーをぐすぐ
ずさせることを禁上してあって,主審の許可なしに
]― 卜を離れるとオミットされるからタオルは小さ
いものを身につけ,予備ラケットはコートサィドに
置 くなど選手は注意しなければならない。
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バ ドミントン競技会場 。練習会場案内図
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バ ドミントン競技会場周辺図
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(i)バ ドミントン競技第一競技会場図

県立牛津高等学校体育館 (1階 )

県立牛津高等学校体育館 (2階 )
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(2)バ ドミントン競技第二競技会場図

牛津町立牛津中学校体育館 (1階 )
牛津町立牛津中学校体育館 (2階 )
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〔日体協。文部省〕

〔都道府県本部〕

話
番 号 種 別

市外局 番 局番 番  号
日本体育
協  会 0952 23 1111

ホ

ニ

0952

1佐

1佐

賀市与賀町 1-2

賀市与賀町 1-2

所  在  地

ホテル
ニ ューオ ー タニ

フ
‐
ル

ューオー タニ

23 1111

l 北 海 道
観 光 選
ホテル ロ 月 0952 25 0158

2 青   森 朝 風 佐賀市愛敬町11-25 26 0577

3 岩  手 佐賀市神園 5丁 目6-3 0952 30 8821

4 宮  城 イ乞 月 佐賀市天神 3丁 目 1-17 0952 22 7976

5 秋  田 津  々 美 荘 佐賀市中央本町 3-9 0952 22 5551

6 山  形 美  寿  屋 佐賀市川原町 2-" 0952 23 4035

福  島 延  寿  荘 0952 26 5524

8 茨   城 つ  る  屋 佐賀市松原 3丁目 1-13 0952 23 4011

9 栃   木 若 楠 会 館 佐賀市城内 1丁 目3-13 0952
"
2233

10 群  馬 アイラン ドパ レス 佐賀郡諸富町大中島 095247 3456

11 埼  玉 アイランドパ レス 佐賀郡諸富町大中島 095247 3456

12 千  葉 観 光 議
ホテル ¨ 月 佐賀市成章町 2-16 0158

東  京
ビジネスホテル

栄  城 佐賀市兵庫町藤ノ木 191-3 30 3141

14 神 奈 川 ま  る  や 佐賀市大財 1丁 目6-22 0952 23 2368

山  梨 自  鳩  荘 佐賀市大財 1丁目 1-6 0952 23 3041

16 新  潟 平 和 会 館 佐賀市川原町 8-η 0952 22 6302

17 長   野 寿  旅  館 佐賀市松原町 2丁目2-1 0952
"
4731

18 富   山 し ら さ ぎ 佐賀市中央本町 8-2 0952
"
6551

19 石  り|| 朝 風 佐賀市愛敬町11-% 0952 26

20 福   井 ホテル赤 坂別 館 0952 22 4477

21 静   岡 多  満  屋 佐賀市城内2丁 目9-4 0952 Z 4846

"
愛   知 佐賀市天神 2丁 目2-2 0952 2 4318

-45-

第31回国民体育大会 (秋季)大会
日体協・文部省 。都道府県本部宿舎一覧表

宿 舎 名

2 文 部 省

佐賀市成章町 2-16

0952

7 佐賀市愛敬町 3-∞

0952 25

13 0952

15

0577

佐賀市愛敬町 3-15

は が く れ 荘



番 号 県  名 宿 舎 名 所  在  地 話

市外局番 場番 番  号

器 ,F 玉 荘 佐賀市松原 2丁 目2-9 0952 23 3345

2 岐   阜 辰  己  荘 佐賀市呉服元町 9-10 0952 26 4211

% 滋   賀 アイランドパ レス 佐賀郡諸富町 大中島 095247 3456

26 京  都 井  徳  屋 佐賀市松原 3丁目 2-16 0952 4369

27 大   阪 衆  楽  荘 佐賀市白山 2丁目6-13 0952 2 5221

郷 兵   庫 に 荘 佐賀市松原 2丁目 2-9 0952 23 3345

"
奈  良 花 町

和 歌 山 荘

鳥  取 津 々 美 荘

島  根 長  戸  屋

佐賀市松原 4丁目 2

佐賀市久保泉町川久保2227-9

佐賀市中央本町 3-9

0952 23 4507

30

31

0952 0064

0952 5551

32 佐賀市松原 3丁 目3-40

佐賀市松原 3丁目 2-22

佐賀市久保泉町川久保 2227-9

佐賀郡諸富町 大中島

0952 2563

33

ン

35

36

岡   山 松  り|1  屋

広 島 荘

香  り11 アイランドパ レス

徳   島 アイランドパレス

媛 |

知 |

野 荘

|:も 旅館  川1上 館

福 |.1 お ち
‐
つ き

0952

0952

24 5285

% 0064

0952 26 3357

095247 3456

37

佐賀市神園 4丁 目 1-6

佐賀郡大和町久池井 3177

佐賀市久保泉町宇川久保
2259
σ) 4

佐賀市城内 1丁 目3-13

095247

0952

3456

“

39

40

30 5432

09526 0025

0952 % 1900

41 佐  賀 若 楠 会 館

旅館 川1上 館

は が く れ 荘

0952
"
2233

42

43

長   崎 佐賀郡大和町久池井 3177

佐賀市天神 2丁 目22-2

09526 0025

熊   本 0952 24 4318

“

大  分 朝 佐賀市愛敬町 11-25 0952 26 0577

45 宮   崎 福 美 荘

松 川 i`l

延 寿 荘 佐賀市愛敬町 3-30

0952 23 4966

46 鹿 児 島

沖  縄

0952 Z 5285

47 0952 26 5524
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宿  舎 覧  表

宿舎
番号
宿  舎  名 所  在  地 電  話 都道府県名 種 別 備 考

1 天  山  荘 久保田町北田
095268
2033

彙技役員(近■・
政 年 男 子
に  賛

l

m)1教
全

員

2 常  陸  館 牛津町 江津
09526
6-0028

競技役員(中りじ
大会役員

09526
6-1089 東 示3 原  [」 太一郎 牛津町天満町

小 り|1 純 生

成男
(一般 )

4 6-0600

5 6-1364 埼  玉

6

7

出中丸 哲 也 6-0087 千  葉

高 木 勝 平

大 谷 芳 秋

6-1678

8 6-0173 栃  木
|

9 古 賀 文 二 6-0789 山 形

松 田   徹 6-2898 成男
少女

11 古 賀 義 勝 6-0661 少 女

12 片 岡 虎 6-1283
“

■ i手
‐  ―r 成 男

13 江 □   強 6-0680

14 南 里 仁 6-0763

6-0665

少女

15 原 □ 豊 秀 |

|

成女
少女

16 中 原 ヒ サ 6-1417 成女

17 竹之内 公 正 6-0017 茨  城 成男

18 古 ゼ買 与 6-1418 少男

19 藤 田 輝 雄 牛津町 本町 6-0452 重 少男

20 田 中 常 二 6-0652

21 千 住 孝 司 6-0227 沖 縄 成男

22 南 里 辰 己 6-0654 重

- 47 -
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宿舎

番号
宿 舎 名 所  在  地 電  話 都道府県名 種 別 備 考

23 古 賀 貞 市 牛津町 本町 静  岡 少女

24 長 尾   来 6-0176 成 男

25 有 浦 豊 海 6-0034

6-063926 桑 戸 千鶴子 福 井

27

器

立 花 繁 次

安 藤 ・ン カ

6-0671 岐  阜

6-0210 成女

29 今 泉 幸 久

副 島 美 孝

6-0457 新 潟

30 6-3348 成男

31 中 山 達 三

大 坪 兵 次

久 本 照 明

6-0109 愛 知

32 牛津町 友田 6-1222 新  潟 少女

33 6-0008 福  島 成男

&

35

今 泉   喬

西 村 仁

大 坪 春 吉

6-0267 秋  田

6-1045 青 森

36 6-0192 群 馬

37 栗 原   馨 6-2902 長  野

38 牧 瀬 亀 雄 6-0298 富 山

39 大 坪   勇 6-3384 石  川

40 池 田 信 也 6-0655 少男

41 馬場井 日出洋 6-3228 大  分 成 男

42

43

村 岡 泰 三 6-2985 宮 城

原 田 昭 男 6-0667

“

中 野   武 6-0303 少男

45 田 中 文 博 6-2039

46 栗 原 シズエ 6-1362 成女

47 辻 弘 6-0755 北海道

ヽ

-48-
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宿舎

番号
宿 舎  名 所  在  地 電  話 都道府県名 種 別 備 考

48 栗 原 辰 己 牛津町 友田 095266-2798 北海道 少女

北 島 佐 雄 6-0758 成男

51

古 賀 シ ナ 6-3703

栗 原 孝 好 6-3385 少男

52 井 上 金 6-0612 山 梨 成男

53 鶴 丸   茂 牛津町 栄町 6-0263 兵 庫

M 中 野 鹿 造 京 都

55 菰 田 悦 雄 牛津町 江津 滋  賀

56 宮 原 松 市 6-2016

57 平 り|1 貞 子 6-3444 鳥 取 成男

認 塚  本 雄 6-0360 少 男

牧 瀬 昭二郎

60 南 里 虎 男

6-3623 島 根 成男

6-3441

61 中 島   清 6-0719 奈 良

62 大 屋 義 孝 6-0765 大 阪

63 北 島 宗 6-0067 和歌山

“

木 須   巽 6-0209

65 関 り|1   功 6-0007 大  阪 成女

66 牧 瀬 博 治 6-0121 少 女

角  ■  立  し

=●
 メし  曙L ~G 6-0035 愛 媛

68 武 富   久 6-1175 広  島

69 増 田 藤 6-1879 山  口

70 松 江   直 牛津町 新町 6-0168 徳  島

71 城 島 行 彦 6-0271
|

山岡

72 木 村 泰 幸 6-2012
|

成女
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宿合
番号
宿 舎 名 所  在  地 電  話 都道府県名 種 別 備 考

73 坂 井 良 輔 牛津町 新町 095266-0231 岡  山 少女

74 坂 井 弥太郎 6-0141 香 川 成男

75 力 久 アケノ

76 篠 原 邦 夫

77 武 久   喬

78 古 川 ||

79 光 石 キ ミヨ

80 上 滝 義 雄 牛津町柿樋瀬

81 糸 山 昌 彦

82 野 田 康 夫

“

ツ

`

埼 龍 た

84 山 下 久

85 峯 冽ヽ 雄 牛津町砥川町

6-0104

6-1636 少男

成 女

6-0018 高 知 成男

6-0038 少女

6-0508 熊  本 成男

6-0531

6-2100 少男

6-0668 成女

6-0769 成女
少男

6-0620 鹿児島 成男

% 野 方 富 治 6-0850 福  岡

87
|

中 野 義 隆 6-0561

“

野 田 正 人 6-0846 長 崎 少女

89 筒 井   孟 6-0897 成男

90 栗 原 平 八 宮 崎

9 1 栗 原 重 信 6-3307
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第31回国民体育大会 (秋尋

番 号 宿 舎 名

牧瀬昭二郎

宿 舎 名号

一３

番

２

,

45天山荘 (久保田)

常陸館 (牛 津) 24
原口太一郎 25

26本村 広太
63

南里 虎男

北島 宗一

60

清

義孝

59

宿 舎 名

北島 佐雄

46

己

49小川 純生

29

5230

31

団中丸哲也

高木 勝平

大谷 芳秋
古賀 文ニ 53

5432

木須  巽

71

64

65

o6

67

功

竜 し

博 治

久

行彦

藤 ―

直

武 富

城 島

松 江

関 川

鶴 丸

35

10

13

11

12

松 |11

江 ロ

古 目

徹

虎 ―

強

片 岡

井上 金一

茂

ン ナ

孝好

50

51

鶴 丸

中 野

平 川

鹿造

松 市

貞子

―雄3614 南里 仁一
37

宿 舎 名

古費 貞市
長尾  来
有浦 豊海
桑戸千鶴チ

立花 繁次

安藤 ツカ

今泉 幸久
副島 美孝
中山 達三

大坪 兵次
久本 照明
今泉  喬
西村 仁一

大坪 春吉
栗原  馨

27

28

33

34

ヒサ

15

16 中 原

原口 豊秀

17

18

竹之内公正

古費 与一
19 藤〔ヨ 輝雄

田 信也

馬場井曰出洋

村岡 泰二

38

39

41

40 池

20 田中 常
21 千住 孝司
南里 辰己

43 原田 昭男
中野  武22
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差)宿舎配置図
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番 号 宿 舎 名
木村 泰幸

宿 舎 名

72 82 野田 康夫
桃崎 竜美73 坂井 良輔 83

74 坂井彊太郎 84 山下 久
75 h^7, / 85 峯  宗雄
76 篠原 邦夫 86 野方 富治
77 武久  喬 87 中野 義隆
78 古力1  亘 88 野田 正人
79 光石キミヨ 89 筒井  孟
80 上瀧 義雄 90 栗原 平八
81 糸山 昌彦 91 栗原 重信
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循 環 バ ス 時 刻 表

先

停留所名 々

発 車 予 定 llキ 刻 (声刈小・ 福富町社会体育館行)
10 月 25 日

11:30 13:00 14:30 16:00

9:45 10:17 :37 :07 :37 :07

芦 刈 小 :52 :27 :47 :17 :47 :17

福富町社会体育館 10:05 :45 12:05 :35 15:05 :35

芦 刈 小 :58 :18 :48 :18 :48

競技会場 10:18 11:06 :26 :56 :26 :56

牛津駅前 (着 ) :22 :09 :29 :59 :29 :59

停留所名

発  車  予  定  時  刻  (佐賀板紙・思斉中行)
10 月  22 日 10 月 23 日

牛津駅前(発 ) 12130 13:50 15:10 16:30 9:00 10:30 12:00 13:30 15:00 16:30

競技会場 :39 :59

:49 14:09

:19 :39 :09 :09 :39 :09 :39

佐費板紙 (株 ) :29 :49 :19 :19 :49 :19 :49

思 斉 中 13:05 :251 :45 17:05 :35 11:05 :35 14:05 :35 17:05

佐賀板紙 (株 ) :16 :36 :56 :16 :46 :16 :46 :16 :46 :16

競技会場 :25」 _型 5 16:05 :25 :55 :251 :5[ :25 :55 :25

牛津駅前 (着 ) :29 :49 :09 :29 :59 :29 :59 :29 :59
:29

停留所名

発 車 予 定 時 刻  (芦刈小・ 福富町社会体育館行)
10 月 23 日

9:00 10:30 12:00 13:30 15:00 16:30

:07 :37 :07 37 :07 :37
牛津駅前 (発 )

競技会場

FXl]4\
1.   ‐   ..1●

:17

:35

:48

:47 :17 :47 :17 :47

11:05 :35 14:05 :35 17:05

声 刈 小
:18 :48 :18 :48 :18

競技会場 :56

:59

:26 :56 :26 :56 :26

牛津駅前 (着 )
:29 :59 :29 :59 :29

牛津駅前 (発 ) 11:30 13:00 14:30 16:00

競技会場

佐賀板紙 (株 )

9:45 9:45 10:19 :39 :09 :39 :09

:55 ↓

:57

:29 : 49 :19 :49 :19

思 斉 中

佐賀板紙 (株 )

:45 12:05
:16

:25

:35 15:05
:16

:35

:56 :46 :46

競技会場

牛津駅前 (着 )

10:00 10:08 11:05
:09

:55 :25 :55

:29 :59 :29 :59

―

“

―

|
――■

:391
■
:491

+――

々

」

発  車  予  定  時  刻 (佐賀板紙・ 思斉中行)ヽ　ヽ
ヽ

ヽ

ヽ
ヽ
ヽ

0 月 25日

――■――――

＼
ヽ

牛津駅前 (発 )

競技会場



先

停留所名 々

発 車 予 定 時 刻   (佐賀板紙・思斉中・芦刈小行)
10 月 26 日

牛津駅前(発 ) 8:00 8:10 8:48 10:18 11:48 13:18 14:48
:57 :57 :27 :57 :27

9:07 12:07 :37 15:07 :37

:53

競技会場 :09

:19

:35

佐賀板紙 (株 )

思 斉 中

芦 刈 小

↓
:30

競技会場

牛津駅前 (着 )

:55

:59

:37

:40

停留所名

行 先

々

牛津駅前(発 )

競技会場

10:07

9:05

:15

=53 :23

:45

:35

佐賀板紙 (株 )

思 斉 中

芦 刈 小

競技会場

牛津駅前 (着 ) :19

発 車 予 定 時 刻   (佐賀板紙・思斉中・芦刈小行)

:37

:49 :19

9:48 11:18
:57 :27

10月 27日 ・ 28日

12:05

:15

:53

8:18

:37

:27

※お 日運休

牛津駅前発 (特急 。急行・ 快速)

佐  賀  行 武  雄  行 祐 徳 行 嬉 野 行
“
　
３３ ″

12 21, 4

Z 
“

 お

12 ∞  43

14 38 お

“

 
“12 28 6

33   57

21)" 

“17  38  47

18   53

24   47

42

19

郭

52

52

０８

０７

０３

”

０３

契

7時

8

9

10

11

12

13

14

231  43  46

41

∞ 関
　
“
　
　
　
“
　
５１

13

器

15  03  36

田
　
銘

06  41

５３

　

邸

時 1田

81“

9112 43

10 1 10   33

111Ю

1212 

“131"

14 1 03  53

151" 51

161お

171“

18 1 03  5o

時

３
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一 M―

L
|

16:18
:20

:23==:23:53

1:05 :35 14:05   :35117:05
十
~~

:451  :15
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１

８

１

牛津駅発 (上り) 急 行 。特 急 時 刻 (上り) 牛津駅発 (下 り)

発時 刻 行 先

門 司港

列   車  名 佐 賀発 行   先

附)かもめ 1号 。みどり1号 8:12 小  倉

時 )か もめ 2号 9:17 博  多

出 島 1号・ 弓 張 1号 10:11 博  多

時)かもめ 3号 。みどり2号 11:17 小  倉

熊  本ち く ご 12:03

出 島 2号・ 弓 張 2号 12:08 小

博

倉

多出 島3号・ 弓 張 3号 13:08

出 島 4号・ 弓 張4号 14:11 1専 多

時 )か もめ 4号・みどり3号 15:16 小 倉

時 )か もめ 5号・ みどり4号 16:00 博 多

西 九 州・ 出 島 5号 17:20 別府 博多

示(特) み ず ほ 17:30 東

(特) さ く ら 18:05 東  京

(特 )かもめ6号 。みとり5号 博  多

(特 ) あかつき 1号 19:23 新 大阪

(特) あかつき 2号 19:56 大 阪

(特) あかつき 3号 20:14 新 大阪

雲  イ山 ・ 西  海 21:17 新 大 阪

(特 )か もめ 7号 oみ どり6号 21:01 博  多

出 島6号・弓 張 5号 21:55 博  多

発時 刻 4丁 先

2:47 長  崎
佐 世保

5:40

崎
世 保

世 保

10:23 佐 世保

12:24
崎
世 保佐 ~碕

世保14:25
,4

15:01 肥前人‖li

早  岐

16:43 長  崎

16:53 早  岐

18:12 佐世 保

19:32 早  岐

20143
佐 世

22:00 多 良

22:29 早 岐

列   車  名 肥前山口発 rr 先

(特 ) あかつき 1号

嚢
~~~~~可

『
西   海

6:02
6:10 佐 世

7:52
8:00

長
佐 世

階) あかつき 3号 8:28 佐 世保

出 島 1

弓 張 1

号
号

う

1~耳
~

1号

8:36
8:44 佐 世

崎
保

附 )

府 )

さ   く

か も め
み と り

1

1

12
24
28
31

佐 世

1

l

!

1 ′: 世

世.■ 九  州 2:09
2:12

li

lて出 島 2 号~五
T~~可I~も¬夢つ

~号~
1‐′ み ど り 2号

2:26
2:29
3:26
3:29

佐 世

か 百 め 3号
~

み と り 3号(特 )
長  崎
佐 世 保

(特 )
か も め 4
み と り 4

号 4:27
4:29 佐 世

IL 3 5:32
5:36

崎
世保弓 張 2 佐

出
~葛
4~号
~

弓 張 3号
6:29
6:31

長 崎
佐世保

弓 張
出 島

4

言
7:36 佐 世 保

長  崎5 17:42

(特)か も め 5号 !8:28 1て 崎

崎
保

出 島 6号
弓 張 5号

19:13
19:15 世

(特 )
2 :2

み ど り 5号 20:24 佐 世

3:35

5:13

6:28

7:35

8:23

8:50

9:54

11:37

11:42

鳥 栖

鳥 栖

鳥 栖

博 多

鳥  栖 |

~~~~‐
¬

鳥 栖
|

鳥  栖

佐  賀

鳥  栖

鳥  栖

鳥  栖

鳥  栖

鳥  栖

鳥  栖

13:13

14:09

17:26

18:18

20:42 鳥  栖

佐  賀22:34 111
か も め 7号
み ど り 6号

2

2

1:23
1:32

崎
保世

長
佐

牛 津 駅 発 列 車 時 刻 表

急 行 ・ 特 急 時 刻 (下り)

16:28

~夏~~百~

崎

保

15:52

ト

十一

19:54

|

18:16

―

―
―
＋
―
―
―
■



電 話 番 号 備  考

(ft)

(臨 )

(臨 )

(臨 )

(代 )

(臨 )

(臨 )

"」
実 施 本 部 牛

競 技 会 場

練 習 会 場 第

駅 前 案 内 所

医 療 施 設 牛 津 町

交 通 機 関

設 置 場 所区

津 町 役 場

牛 津 町 公 民 館

09526

09526

09526

09526

09526

1111

4201

4202

4203

0217

0049
2029
3026
1171
0016
4141

(6)

(6}

(6)

16)

16}

牛

第

第3.芦刈小体育館(芦 刈 町)
第 4 福富社会体育館(福富町)

09526

09526

09526

09526

(6)

(6)

(6)

(6)

4200

1811

4204

0022

095268

095268

09526

095287

3111

2161

)0279

09526

09526

(6)

(6)

4205

4206

(臨 )

(代 )

(臨 )

牛 津 中 グ ラ ン ド

牛 津 駅 前 (6)4207 (臨 )09526

″

″

″

″

″

″

�

″

″

″

保

―

タ

タ

蔵

津

満

牛

久

肥

牛

天

川

池

自

」ヒ

今

土

平

井

古

徳

田

森

林

池

松

副 医 院

田 医 し

木 医 院

島 医 院

泉 医 院

井 医 院

川 医 院

上 医 院

川 医 院

富 医 院

中 医 院

永 医 院

医 院

上 医 院

尾 医 院
(牛 津 町 )

(久保田町 )

(江 北 町 )

(牛 津 町 )

(牛 津 町 )

(久保田町 )

09526

09526

09526

09526

09526

09526

09526

095268

095268

09526

09526

09526

09526

095287

095287

0313

0578

0418

1235

0058

0147

0308

3690

2014

0306

1024

0078

0433

2107

2025

(6)

(6)

(6)

(6)

(6)

(6)

(6)

久保田町

町二月

福 富 町

津   駅
田  駅
山 口 駅
ク シ ー
ク シ ー

09526
095268
095286
09526
09526
095268久 保 田 タ ク シ ー

国体関係電話番号一覧表
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場

校
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学

一
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一
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高

一
一
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一
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ロ
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ヽ

牛津町実行委員会事務局組織機構

県 競 技 別

競 技 団 体

佐 賀 県

体 育 協 会

佐賀県実行

委 員 会
佐 賀 県

津町「バトミ

ントン」クラ

牛 津 町

体 育 協 会

牛津町実行

委 員 会
牛 津 町

会   長

副 会 長

委   員

常 任 委 員

(専門委員)

事 務 局

57
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第31回国民体育大会牛津町実行委員会実施本部組織図
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飾
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備
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化

　

車

泊
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コ
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班

　

　

斑

　

　

班

会

設

通
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姫

宿

弁
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第31回国民体育大会会場地配置図
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竹の特性を生かした話題のバンブニラケット″

竹製なればこそ発揮できる威 力が

バドミントンのプレーに適 した材質

の特性であることに着 11し て、その

研究成果を集積、ここに今話題の

バンブーラケノト(ハ イ・トーマス)が

誕
′1し ました。

■竹と木の合板による強切なフレームと

細くて長いテ~パ ~ン ヤフトによる抜群
の反溌力と反掟音.■薄いフレームに竹
独特の強さとしなりがンャープな振りと

動きを可能にします。■ガノト張りによ

るラケントの変形が起らない。■ソフト

クリノプが手に良くなしみます.

曰本バ トミントン協会推奨

NO.B45A(カバー●サ¥4,000

1口1巳�僣戯
g

:  ,一
 σ

カーボン入リガット

弾力催■ i耐久性バ ングンのステ´レスス

チールワイヤー巻きの高級カ ットです .

すばやい動きがいつもフレッシュ
`′Hソ

‐■■
「
‐
|■  ハドミントンラケントハイ・トーマス

ーlhnmョ 5 W�職トW[lR

雲]セシ0
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「 飛びが違う¬
■■■

l

新 しい 2つの再開発で……

水鳥シャトルに匹敵する

高性能になりました。

カ
ア
ル
ト
耽A図 ニュートーナメント:ターン・オーバーが速い。自く見えやすい。

B図 1日型シャトル :ターン・オーバーがゆっくりしている。見えにくい。

いかなる技術改真を重さねでも、ナイロン・シャトル・コッ

クは.水鳥ンャトルの性能と同じにすることは.決しててき

ないと、多くの人が信じていました。私達はこのムタとも

思ぇる努力に敢然と挑戦しました。その結果、あらゆる

人 が々私達の成功を認めて1ヽる以上に、私達はこの成功
に自信をもっておりまt

カア′レトンが製造するくニュートーナメント〉シャトル・コツク

は、2つの点をグレース・アップし.その成功に応えていまt
ます従来のベースから新しい固いベースに改良し.飛翔

状態をまったく変えました。旧型シャトルとニュートーナ

メントの弾道をくらべて下さt、 (分解写真参照 )あきらか

にその違いが分ります。ニユートーナメントのシャトルの

ターン・オー′ヾ―は1日型にくらべ、すばらしく速くなって
ヽヽます。これは、ナイロン・シャトル・コックの主な批判

`1対して、サープを短くし、ネット・プレーをより正確に

することで克服しました。(この他に、シャトルの打球音、
ラケットの接触感が、ずっと満足できるものになりました。)

分解写真をさらん下さt、 A図は自く、B図は灰色に見ぇ
ます。これは印漏」のミカrなく、すべてニュートーナメントの

構造のためです。I日型にくらべてずっと網目が入り組ん

勝利を招く世界のカアルトン

総発売元メトロレジャ‐株式合粒
〒 101東京都千代口区外神臼664● (03)8331661(代 )

Lり
も速くスピンします。そのため白く、見えやすい訳で丸

■― ■ ― ― ― ― "―
|

※ニュートーナメントt,世界各国の協会(試合球として採用さ,せてお

― ― ― ― ― ― ― ― ―

■
■
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ります.■
‐ 」

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

日
ロ
ロ
:

:

日
:

日
ロ
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ロ
日
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

私達は、いままでご説明した2つの再開発て水鳥シャトル

に匹敵する性能になったと考えます。それと、水鳥シャトル

ようも優れた2つの点も明らかにしな1'ればなりません。

それは、饉格(水鳥シャトルにくらべ、ずっと安い)と

耐久性 (水鳥シャトルよりも、はるかに長持ちす′いです。

この水鳥シャトルのレベルに達したニュートーナメントの

優れた感触な あなたご自身で、存分にお確力め下さヽ、

::lF轟
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ご健 闘 を

祈 ります。

勝利を招く世界のカアルトン

総発売,cメ トロレンャー株式会社 〒101東京都千代円区外神日5“ -48(03)833-3661(代

祝
オ31回 国民体育大会 秋季大会

世界一の超高級品カアルトン。その伝統の技術は、いつても
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全国大会使用球

フアスト印シャトルコック

製造発売元

有限会社 ゛
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営業所 山形市六日町 7-28 電話0236(33)0333番 1代

ー
L ]

今や

数々の名選手が愛 し

育てて くれた

フ アス ト ゴール ド……
耐久力も

飛行力も バツグンです
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日本 バ ドミ ン トン協 会 公 認

本年度各選手権大会指定 ネッ ト

《今大会使用中)

ヽ こ

|

、

‐

一

7

スポーツ用ネットの専門メーカー

何んでも御相談下さい。

ゴルフ用ネット・体育館防球ネット

各協会連盟公認ネット

Yo M.ミセキネット ミセキネット製作所
埼玉県幸手町中 1丁 ロフ 4

T E L 04804(2)0379 =〒 ‐340-01

テ ニ ス・ バ レーボー ル

サッカー・ハ ンドボール

バスケット・バドミントン

卓  球  。 里予  球

一
　

一
　

一

いつ も安心 して プ レーの 出来 る

丈 夫 で長持 のす るネ ッ トです

是非 ご指 命 ご愛 用 下 さい

〓

一



このマークな語らずt

本ョは語れなし

NO B‐ 75く エリー ト〉
モスクリーンメタリック (ケ ース付 )

フレーム価格 Y5′ 000

N08‐ 73く オールマン〉
ブルーメタリック (ケ ースイ寸)

フレーム価格 ¥4′ 500
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ノ
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1

リ サ

ll本バドミントン協会,``店 河崎ラケットエ業株式会社

/つヽ
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トョダの水鳥シャトルコック

０
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ト ョ ダ の ラ ケ ッ ト

日本バ | トン協会推店ミ ン

● トーナ メン ト フルー

● トーナ メン ト フラック

●スタンダー ド フラック

●スタンダー ド レット

●スタンダー ト パープル

曇嚢トヨ7'スボーヴ
東 京 都 台 東 区浅 草 橋 5-26-7
お問い合せ 。お申込みは

T E L03(866)2515。 (851)9409
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スポーツの秋
ウォームアップスーツは
スポーツマンの肌

ヽ´ ,

バY-1
V4.500
AT-1
Y4.400

ヽ

ー

０

′
１
、

/
′

ン  、

一
ロ

ンイテイオウオ~ムアップスーツは.全日本′`レーボール

オールスター戦や各大会で活躍中.動きやすいと好評

のリベラルカットを,`じ め.種類も豊富に本格的な

登場です 厳選された素材.特徴あるカラー.徹底
した機能性の追求とすべてのスボーツマンチームの

ュニフォームに自信を持ってお進めします.

` アップスーツ

スポーツウェアの総合メーカー

ヨィティオ

」 ■ ■

アヽ′

―

′ "´

VY-2Y3.800
AVP-101Y2.000

“
ヽ

バY-16V7000
AT-16Y7.000

本 ,1 六販府吹田市■.●町 2● 3号 〒
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●辟8100ブ ラッキー

まっ黒いラケットから、まっ白いシャトルコ・

時速270kmのスピードで、相手コートにた
'けられる。目にもとまらぬスマッシュ。今ヘ

ラケット、プラッキー。その我盟をは、ヨネ|

カヤ刀めて可能にした、極細の特殊ステンレス

フト.ぐんと細身で、普通より長日ですから

るでムチのように打つ瞬間、鋭利にしなり

息をのむ反発力です。そのうえ、特殊合金フ

ムの強さがプラスされ、切れ味のよい攻撃力
`

こでここで、フラックパワーと恐れられてし


